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Moodle とは？

Moodle について

ここでは、Moodle の基本機能について説明します。

1　1

Moodle は e-Learning を支援する目的で運用される学習管理システム (LMS) の一種です。各種の言語に対応し、オープ
ンソースであり、無償で使いはじめることができるため、広く使われています。
e-Learning というと、遠隔講義やデジタル教材を使って自学自習するもの、また手間暇をかけた立派なコンテンツが無
ければ e-Learning を始めることができないと思われがちです。しかし LMS は出欠確認や学生への一斉通知、資料の配
布のように単純な機能を使い従来の対面授業をサポートする目的で使うこともできます。
Moodle にはたくさんの機能がありますが、すべての機能を使う必要はありません。まずは教員の労力を一部でも軽減す
るつもりで気軽に使い始めて下さい。

まずは教員の労力を一部でも軽減
するつもりで気軽に使い始めて下
さい
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資料の配布・閲覧・ダウンロードは、Moodle に資料をアップロー
ドし、Moodle 上で学生に閲覧させる機能です。
休んだ学生に授業で配った資料を閲覧させたり、次回までの予
習のために学生に資料を閲覧させることができます。

資料の配布・閲覧・ダウンロード

動 画 の 配 信・ 閲 覧 は、Moodle に 動 画 を ア ッ プ ロ ー ド し、
Moodle 上で学生に閲覧させる機能です。
授業の様子などを撮影し振り返りをさせたり、授業で使う参考
映像などを予習として見せることができます。

動画配信・閲覧

Moodle の基本機能

課題の提出は、Moodle 上で学生に課題を出し、Moodle 上で提
出させる機能です。
休講時に自宅でできる課題を提出させたり、時間外学習を促進
することができます。

課題の提出
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小テストは、Moodle 上で学生に小テストを課し、Moodle 上で
回答させる機能です。
授業の内容を理解しているか、毎回確かめたい場合や、授業を
欠席して小テストを受けられなかった学生に小テストを受けさ
せることができます。

小テスト

フォーラムは、授業の質問を受け付けたり、学生同士のディス
カッションの場として使用することができます。
１つのテーマに、複数の学生が意見を書き込めます。

フォーラム（ディスカッション）

アンケートは、Moodle 上でアンケートを作成し、Moodle 上で
学生に回答させる機能です。
最後の授業後や研究のために、アンケートを取ることができま
す。

アンケート
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Moodle 利用アカウントについて

利用手続き

ここでは、Moodle の利用アカウント・コース申請方法について説明します。

2　1

Moodle を利用するためには、 Moodle 利用アカウントとパスワードが必要となります。下記手順にて「情報基盤システム利用アカウント
申請書」をダウンロードし、「4.LMS 利用アカウント」 の 「1. 新規」 を選択しご希望の登録名を記入してください。申請書は、 学内便で
総合情報メディアセンター事務課まで送付してください。

Moodle 利用アカウントを別途申請していただく必要はありません。愛媛大学アカウントで、 Moodle をご利用いただけます。
※愛媛大学アカウントは、 全学メールアドレスの＠より前の部分です。

※発行後、ユーザ名又はパスワードがわからなくなった方は、職員証をもって総合情報メディアセンター１F 事務室、

　 医学部・農学部メディアセンター分室にきていただくか、下記メールアドレスにご連絡いただければ再発行いたします。
　center@dpc.ehime-u.ac.jp

愛媛大学アカウントをお持ちの方

愛媛大学アカウントをお持ちでない方

この
部分 　　　aidai.taro.mx @ehime-u.ac.jp

1

3

2

4

「総合情報メディアセンター」のホームページを表示します。
http://www.cite.ehime-u.ac.jp/index.php

「情報基盤システム利用アカウント申請書」をクリックします。

「ダウンロード」をクリックします。

「総合情報メディアセンター情報基盤システム利用アカウント申
請書」をダウンロードします。

mailto:center%40dpc.ehime-u.ac.jp?subject=
http://www.cite.ehime-u.ac.jp/index.php
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Moodle コース申請方法

シラバス登録 ・ 修正期間（前学期 ： 1 月上旬～ 1 月下旬頃・後学期 ： 7 月中旬～ 8 月中旬頃）に、 修学支援システムの 「シラバス記
入科目一覧」 ページより申請できます。以下の手順を参考に申請してください。

教育デザイン室ホームページの、 Moodle コース申請フォームからオンラインで申請できます。 以下の手順を参考に申請してください。

正課（シラバス登録 ・ 修正期間内）

正課（シラバス登録 ・ 修正期間外）・正課外

1

1

3

3

2

2

4

4

愛媛大学修学支援システムにログインします。
https://campus.ehime-u.ac.jp/portal/LogIn.aspx

「愛媛大学教育デザイン室」ホームページを表示します。
http://idoffice.cite.ehime-u.ac.jp/

「シラバス記入科目一覧」が表示されます。

「正課授業のコース申請フォーム（シラバス登録・修正期間外）」
もしくは「正課外 のコース申請フォーム」をクリックします。

「シラバス登録」をクリックします。

「Moodle のコース申請方法」をクリックします。

該当の科目の「申請する」をクリックします。

表示されたフォームに必要事項を入力し、「送信」ボタンをクリッ
クします。

https://campus.ehime-u.ac.jp/portal/LogIn.aspx
http://idoffice.cite.ehime-u.ac.jp/
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URL を直接入力する

愛媛大学のホームページから

教育デザイン室のホームページから

以下のいずれかの方法で、「Moodle ポータル」にアクセスしてください。

アドレスバーに、上記の URL を入力し、
Enter キーを押します。

「愛媛大学 教育デザイン室」で検索し、教育　
デザイン室のホームページにアクセスします。

 「愛媛大学 Moodle ポータル」をクリックします。

ログインする

ここでは、Moodle へのログイン方法を紹介します。
Moodle へは「Moodle ポータル」からアクセスすると便利です。

1　2

「Moodle ポータル」へアクセスする

http://moodle.ehime-u.ac.jp/

2

21

1

3「教職員」をクリックします。 「修学支援システム（教員用）」をクリックします。 関連リンクより「Moodle」をクリックします。

拡大

拡大

http://moodle.ehime-u.ac.jp/
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「Moodle」へログインする

1 「Moodle ポータル」 より、 「Moodle3」 をクリックし
ます。

2 Moodle3 のトップページ左上の「ログインページ」
もしくは右上の「ログイン」をクリックします。

3 所属機関入力欄に、「愛媛」もしくは「ehime」と入力し、
プルダウンメニューから「愛媛大学」を選択し、 「選択」 
をクリックします。
※一度「選択」すると、次回以降同じブラウザでログ

インする場合は、あらかじめ「愛媛大学」が選択さ
れた状態となります。
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4 ユーザー名とパスワードを入力し、 「Login」 をクリッ
クします。

5 ログインに成功すると、 画面右上に自分の名前が表示
されます。

ログインできない場合

 ＊ユーザ名とパスワードは、全学メールアドレスの＠より前の部分です。

 ＊発行後、ユーザ名又はパスワードがわからなくなった方は、職員証をもって総合情報メディアセンター１F 事務室、医学部・
農学部分室にきていただくか、下記メールアドレスにご連絡いただければ再発行いたします。

　center@dpc.ehime-u.ac.jp
 ＊非常勤の講師の方など「愛媛大学アカウント」を持っていない場合は　総合情報メディアセンターの HP より 「情報基盤
システム利用申請書」 をダウンロードし、「4.LMS 利用アカウント」 の 「1. 新規」 を選択し、 ご希望の登録名を記入してく
ださい。申請書は、 学内便で総合情報メディアセンター事務課まで送付してください。

　【「情報基盤システム利用申請書」 ダウンロード URL】
http://www.cite.ehime-u.ac.jp/download/shinsei/shinsei.pdf

拡大

MEMO

この
部分 　　　aidai.taro.mx @ehime-u.ac.jp

mailto:http://idoffice.cite.ehime-u.ac.jp/?subject=
http://www.cite.ehime-u.ac.jp/download/shinsei/shinsei.pdf
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Moodle の画面

ここでは、Moodle にログインした直後に表示されるトップページの画面構成、ブロックのドック・アンドック・
一括アンドックする方法を紹介します。

2　2

Moodle トップページの画面構成
Moodle にログインすると、下図の画面が表示されます。

在学生向け利用ガイド・教職員向け利用ガイド・教職員向けスター
トアップガイド（Moodle コースの初期設定方法をまとめたもの）
が掲載されています。

Moodle の利用に関してよくあるお問い合わせを Q&A にしていま
すので、参考にしてください。

Moodle のシステムや操作方法に関する問い合わせ先が記載され
ています。

ログインしたユーザが担当している授業コースの一覧が表示され
ます。

Moodle 利用に関するニュースが掲載されています。適宜ご確認
ください。

愛媛大学 Moodle に登録されている全コースがカテゴリ別に表示
されます。

A：Moodle 利用ガイド

B：Moodle 利用に関する Q&A

C：Moodle のお問い合わせ

D：マイコース

E：サイトニュース

F：コースカテゴリ

A

B

C

E

F

D
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一括でブロックをアンドックする

一括でブロックをアンドックする場合は、「すべてをアンドックする」をクリックします。

MEMO

ブロックをドックする・アンドックする

ブロックを小さく表示させることで、画面を広く使うことができます。

小さく折りたたまれたブロックを、メニューが表示された状態にします。

ブロックをドックする

ブロックをアンドックする

各ブロックの「ブロックをドックする」を
クリックします。

ドックされたブロックをポイントします。

ブロックがドックされます。

表示されたメニュー右上の「ブロックをア
ンドックする」をクリックします。

ブロックがアンドックされます。

各ブロックを小さく折りたたむことで、画
面を広く使うことができます。
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プロファイルの編集画面を表示する

プリファレンスの編集

ここでは、プリファレンスの編集方法を説明します。プリファレンスの編集では、「メールフォーマット」の種
類・メールを購読するか否か・使用する言語・ユーザ画像などを設定することができます。

3　2

1 画面右上に表示されている自分の名前をクリックしま
す。

2 「プリファレンス」 をクリックします。

3 プリファレンスの設定項目が表示されます。
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「プリファレンス」の設定項目

優先言語

「優先言語」をクリックします。 編集後「変更を保存する」をクリックします。

フォーラムプリファレンス

「フォーラムプリファレンス」をクリックします。 編集後「変更を保存する」をクリックします。

学生・教員ともに変更することはできません。

自分の投稿したフォーラムに他のユーザから返答があった際、他のユーザの投稿があったことをメールにて知ることができます。

メニュー、その他で使われる言語を指定することができます。

ユーザ名と共に表示される画像です。イラストや写真などをアッ
プロードすることができます。

A：姓・名・メールアドレス

D：フォーラム自動メール購読

C：優先言語

B：ユーザ画像

プロファイルを編集する

「プロファイルを編集する」をクリックします。 A

B

C

D

編集後「プロファイルを更新する」をクリックします。
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コース（授業ページ）を表示する

コース

ここでは、コース（授業ページ）の表示方法・画面構成・コースの編集方法・コースが学生からどのように見
えるかを確認する方法・ブロックの追加方法を説明します。

4　2

「マイコース」ブロックには、担当科目のコースが表示されます。該当のコースをクリックすると、コースを表示することができます。

表示されているコースの名前およびコー
スが設置されている場所（階層）が表示
されます。

コースには数多くの異なるタイプのブ
ロックがあり、情報の表示または設定項
目があります。

授業の内容がセクション単位で表示され
ます。

A：コース名・コース階層 B：ブロック C：コンテンツ

A

B B

C
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編集モードへの切り替え
コースのレイアウトや授業内容・活動等を編集する場合は、事前に編集モードに切り替える必要があります。編集モードへ切り替える場合は「編
集モードの開始」（または、「管理」ブロック－「編集モードの開始」）をクリックしてください。

通常モード時 編集モード時

編集モード時のアイコンMEMO

セクション名・概要の編集および利用制限を設定することが
できます。

項目を左へ編集するときに用います。
B：トピックを編集する H：左へ

セクションを削除するときに用います。 項目にロールを割り当てるときに用います。
E：トピックを削除する K：ロールを割り当てる

ドラッグ & ドロップすることで、任意の場所にセクションを
移動することができます。

項目を右へ移動するときに用います。
A：セクションを移動する G：右へ

セクションが学生から見えないようにするときに用います。
目が閉じている時は学生にはそのセクションは見えません。

項目を複製するときに用います。
D：トピックを表示する/トピックを隠す J：複製

セクションを強調表示に切り替えるときに用います。 項目が学生から見えないようにするときに用います。目が閉
じているときは学生にはその項目は見えません。

C：ハイライト I：項目を表示する/項目を非表示する

項目の名称などを設定することができます。 項目を削除するときに用います。

F：設定を編集する L：削除

B
C
D
E

F
G
H
I
J
K
L

A
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学生の視点でコースを確認する

ブロックを追加する

編集した授業ページが、学生に対してどのように表示されるかを確認したい場合は、一時的にロール（権限）を切り替えます。 　

コースに該当のブロックを表示させたい場合や、誤ってブロックを消してしまった場合などは、ブロックを追加することができます。ただし、コー
スを編集モードに切り替えなければ追加することができません。

一時的に学生ロール（学生権限）で表示する

通常のロール（教員生権限）に戻る

「編集モードの開始」をクリックし、編集
モードに切り替えます。

「ブロックを追加する」ブロックが表示さ
れます。

プルダウンメニューから、該当のブロック
名をクリックします。　

「管理」ブロックの「ロールを切り替える」をクリックし、「学生」をクリッ
クします。

「管理」ブロックの「通常のロールに戻る」もしくは画面右上の「私の通常のロールに戻る」をクリックします。

一時的に学生ロールで表示されます。
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学生ユーザを自動で登録する

学生自身にユーザ登録してもらう

ユーザの登録

ここでは、コース（授業ページ）を利用するユーザ（学生・TA・SA）の登録方法を説明します。
正課授業の場合、授業を履修した学生は自動で登録されますが、学生自身でコースに登録することや教員が手
動で登録することもできます。

5　2

正課授業を履修した学生は、その科目の Moodle コース（コースが作成されている場合）に自動で登録されます。
コースは基本的に、1 つの授業につき 1 コースを作成しますが、同じ曜日・同じ時限に担当する授業などを一つのコースに統合する場合は下記メー
ルアドレスにご連絡下さい。
　総合情報メディアセンター 教育デザイン室　MAIL：lmsstaff@cite.ehime-u.ac.jp

特別聴講生など修学支援システムから履修登録していない学生には、学生自身でユーザ登録してもらうことができます。

履修登録
（修学支援システム）

コース登録
（Moodle）

学生

1 コースを表示し、「管理」ブロックの「ユーザ」をクリッ
クします。

2 「登録方法」をクリックします。

mailto:lmsstaff%40cite.ehime-u.ac.jp?subject=
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3 「自己登録（学生）」の「編集」をクリックします。

4 「既存の登録を有効にする」を「Yes」変更します。

5 コースに登録できる人を限定する場合は、「登録キー」
に任意のパスワードを入力します。

「登録キー」とは、学生がコースを利用する際に利用
するパスワードです。（例　897880）
※「マスク解除」にチェックを入れると、入力内容を

確認することができます。

6 「変更を保存する」をクリックします。
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ユーザ自身がコースに参加登録できるようにするか否かを設定で
きます。「Yes」にすると、学生自身でユーザ登録できるようにな
ります。

「Yes」にチェックを入れると、コース登録可能期間の開始日また
は終了日を設定できます。ただし、「既存の登録を有効にする」で、

「Yes」に設定した場合のみ有効です。
※「終了日」には、締切日の翌日を設定してください。

A：既存の登録を有効にする D：開始日・終了日

グループに分かれてユーザを登録させる場合は「Yes」に設定し
ます。ただし、 グループ登録キーを使用するには、グループ設定
内のグループ登録キーを設定すると共に、コース設定内の登録
キーを設定する必要があります。

ウェルカムメッセージの内容を入力します。
C：グループ登録キーを使用する F：カスタムウェルカムメッセージ

登録キーを知っているユーザのみコースアクセスを許可すること
ができます。※空白の場合は、すべてのユーザがコースにユーザ
登録できます。

「マスク解除」にチェックを入れると、入力内容を確認できます。

ユーザ登録後、登録したユーザにウェルカムメッセージを送信す
るか否かを設定します。

B：登録キー E：コースウェルカムメッセージを送信する

A

B
C

E

F

D
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教員が特定の学生や TA を登録する
コースに特定の学生や TA を登録することができます。TA ・SA の登録はこの方法を行ってください。

1 「管理」ブロックの「ユーザ」をクリックし、「登録済
ユーザ」をクリックします。

2 登録済みユーザの一覧が表示されます。

3 「ユーザを登録する」をクリックします。

4 「ユーザを登録する」ダイアログボックスが表示され
たら、「ロールを割り当てる」から割り当てたいロー
ル（コースや各種の活動の中で許可する行動の権限）
を選択します。
※「ロール」の詳細は、30 ページの「ロールの種類」
を参照して下さい。

学生ロールの種類POINT

学生：一般の学生

エグゼクティブ TA（採点権限あり）：TA

TA（採点権限なし）：SA
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5 検索窓に追加したい学生のアカウント、または氏名の
一部（または全部）を半角英字で入力し、「検索」を
クリックして絞り込みます。

6 該当の学生の「登録」をクリックします。複数の学生
を登録する場合は、同じ手順で登録します。

7 「ユーザ登録を終了する」をクリックします。

8 登録されたユーザの一覧が表示されます。　

ユーザの検索POINT

検索窓に、[ai] と入力すると名前が [ あい ][ あいこ ]、
苗字が [ あいばら ] などのユーザが表示されます。名
前と苗字の両方を使って検索する場合は、名前、苗
字の順にスペースで区切り、前方一致検索をします。
例えば「愛大花子」というユーザを検索するには、

［hanako ai］などと入力します。前方一致ですので、
例えば［hana ai］など名前の情報が不十分な場合は
検索できません。
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ユーザのロール（権限）を変更する
コースに登録されているユーザのロール（権限）を変更する場合は、一旦ロールを削除し新しいロールを割り当てます。

1 「管理」ブロックの「ユーザ」をクリックし、「登録済
みユーザ」をクリックします。

2 登録済みユーザの一覧が表示されます。

3 登録されているユーザが多い場合は、検索窓にロール
を変更したい学生のアカウント、または氏名の一部（ま
たは全部）を半角英字で入力し、「フィルタ」をクリッ
クして絞り込みます。

ユーザの検索POINT

検索窓に、[ai] と入力すると名前が [ あい ][ あいこ ]、
苗字が [ あいばら ] などのユーザが表示されます。名
前と苗字の両方を使って検索する場合は、名前、苗
字の順にスペースで区切り、前方一致検索をします。
例えば「愛大花子」というユーザを検索するには、

［hanako ai］などと入力します。前方一致ですので、
例えば［hana ai］など名前の情報が不十分な場合は
検索できません。
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4 ロールの変更をしたいユーザの「ロール（ロールの種
類）の割り当てを解除する」をクリックして、現在の
ロールを削除します。

5 「ロールを割り当てる」をクリックし、該当のロール
を選択します。
※「ロール」の詳細は、30 ページの「ロールの種類」
を参照して下さい。

6 ユーザのロールの種類が変更されました。
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コースから該当の学生を削除する
履修を取りやめた学生は自動で削除されないため、手動でコースから削除しなければなりません。

1 「管理」ブロックの「ユーザ」をクリックし、「登録済
みユーザ」をクリックします。

2 登録済みユーザの一覧が表示されます。

3 登録されているユーザが多い場合は、検索窓に削除し
たい学生のアカウント、または氏名の一部（または全
部）を半角英字で入力し、「フィルタ」をクリックし
て絞り込みます。

ユーザの検索POINT

検索窓に、[ai] と入力すると名前が [ あい ][ あいこ ]、
苗字が [ あいばら ] などのユーザが表示されます。名
前と苗字の両方を使って検索する場合は、名前、苗
字の順にスペースで区切り、前方一致検索をします。
例えば「愛大花子」というユーザを検索するには、

［hanako ai］などと入力します。前方一致ですので、
例えば［hana ai］など名前の情報が不十分な場合は
検索できません。



基本操作

愛媛大学 Moodle330

4 削除したいユーザの「登録解除」をクリックします。

5 「続ける」をクリックすると、該当の学生が削除され
ます。

ロールの種類MEMO

 ＊教師
コース内で活動の変更および学生の評定を含むどのような作業でも行えます。
 ＊編集権限のない教師
コンテンツの変更や学生を評定するなどの成績処理に関する権限を持ちませんが、コンテンツをダウンロードすることはできま
す。授業期間終了に伴い閉鎖されたコースの教員が該当します。
 ＊学生
資料の閲覧・ダウンロード、動画の閲覧、課題の提出、小テストの受験、アンケートの回答などをすることができます。
 ＊エグゼクティブ TA（採点権限あり）
コンテンツの編集に加え、成績処理、評定の閲覧、調査・投票結果のダウンロードなど、教師とほぼ同等の権限を持ちます。
 ＊TA（採点権限なし）
成績処理や評定の閲覧に関する権限は持ちませんが、コースを編集できます。
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コースの設定を編集する　

コースの設定

コースの設定では、コースを学生に公開するか否か、  コースフォーマットの変更、トピック数の変更、ゲスト
アクセスを許可するか否かなどを設定することができます。
コースの設定を編集するには、「管理ブロック」の「設定を編集する」をクリックします。

1　3

1 コースを表示し、「管理」ブロックの「設定を編集する」
をクリックします。

2 「コース設定を編集する」画面が表示されます。
一部の設定項目が折りたたまれた状態になっているの
で、画面右上の「すべてを展開する」をクリックします。

3 項目を適宜設定します。
※設定項目の詳細は次ページ以降を参考にしてください。
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一般

コース名です。
コース名は「開講年度」、「開講学期」、「科目名」、「科目担当教員名」
の順で構成されます。

コースを学生に公開するか否かを設定することができます。コー
ス作成時には、「非表示」に設定されています。「非表示」の場合、
教員はコースを見ることができますが、学生はコースを見ること
ができません。コースの編集が完了したら、「表示」に変更して
学生に公開して下さい。

A：長いコース名 D：可視性

コースの開講学部（学科）がカテゴリに設定されます。
※コース名・コース省略名・コースカテゴリは、Moodle 管理者
が設定しますので、各教員が変更することはできません。

C：コースカテゴリ

コース名に対応する省略名です。
コース名は「開講年度」、「時間割番号」、「科目担当教員名」の順
で構成されます。

コースのフォーマットをウィークリーフォーマットに設定した
際、セクションの開始日をいつにするか設定することができます。
1 回目の講義の日付を設定するとよいでしょう。

B：コース省略名 E：開講日

説明　

コースについての説明を記載することができます。コース概要は、コー
ス一覧に表示されます。また、コースを検索する際、コース名に加えて、
このコース概要も検索対象となります。従って、このコースについて
のキーワードなどを含むとよいでしょう。

コースのイメージ画像を追加することができます。コース概要ファイ
ルは、コースを検索する際、コース一覧に表示されます。

B：コース概要ファイル

コースに学生を自動で登録する場合に用います。
※ Moodle 管理者が設定します。

F：コースIDナンバー

A：コース概要

A

A

B

B

C
D
E
F
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コースフォーマット　

フォーマットは４種類あります。このうち、トピックフォーマット、
ウィークリーフォーマットの２種類がよく使われます。標準では、ト
ピックフォーマットに設定されています。
ウィークリーフォーマットに設定すると、各セクションには自動的に
何日～何日というように表示されます。最初のセクションは、開講日
で設定した日付から始まります。

標準では１５セクションに設定されていますが、１５セクションでは
足りない場合は、最大で５２セクションまで追加できます。

学生から一時的に見えない状態に設定したセクションを、学生が完全
に見えない状態にするか、またはセクションの存在を学生が認識でき
る形で折りたたんで表示するかを設定できます。

1 ページ当たり 1 セクションを表示するか、1 ページにすべてのセク
ションを表示するかを設定できます。標準では、1 ページにすべての
セクションを表示する設定になっています。1 ページにすべてのセク
ションを表示した場合、セクション数が増えると、縦方向のスクロー
ルが必要になります。1 セクションに多くのコンテンツを配置した場
合は、1 ページ当たりに 1 セクションを表示すると良いでしょう。

A：フォーマット

B：セクション数

C：コースセクションの非表示

D：コースレイアウト

フォーマットの種類MEMO

トピックフォーマット ウィークリーフォーマット
授業の各セクションをトピック（回）で表示します。 授業の各セクションを週単位で表示します。
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アピアランス　

コースで使われる背景、フォントサイズ、フォントの色などが設定さ
れたテンプレートを選択することができます。

コース内で行われた活動について、学生本人が自分の評定結果を閲覧
することができるか否かを設定することができます。標準では、学生
は自分の評定を確認することができるように設定されています。

A：テーマの強制 C：学生に評定表を表示する

コースのメニュー、その他で使われる言語を指定することができます。
標準では、テーマも言語も強制しない状態になっています。これは、
各ユーザーが自分の見やすい色、フォントサイズなどを選択すること
ができるようにするためです。

学生自身がコースの活動履歴を確認することができるか否かを設定す
ることができます。学生は、各コースのマイプロファイル設定から自
分のコース内での活動履歴を閲覧することができます。

B：言語の強制 D：活動レポートを表示する

ファイルおよびアップロード　

Moodle1.9 のコースバックアップファイルを Moodle2、Moodle3 にリ
ストアする場合や、Moodle1.9 で使っていたレガシーコースファイル
機能を使用するか否かを設定することができます。通常、Moodle ２、
Moodle3 ではレガシーコースファイルの使用はおすすめしません。こ
れは日本語を含むファイル名などの取り扱いで問題が出る可能性があ
るためです。

コースでアップロードするファイルのサイズ上限を指定することがで
きます。標準では１GB のファイルサイズまで許容しています。コー
ス上の課題提出などでは個別に最大アップロードサイズを制限するこ
とができますが、ここで指定したコース全体に対する制限を超えるこ
とはできません。

A：レガシーコースファイル B：最大アップロードサイズ

A

A

B

B

C
D



コースの管理

愛媛大学 Moodle336

グループ　

授業の受講者をグループ単位で管理するかどうかを設定します。
グループモードには下記の 3 つ種類があります。

A：グループモード

この授業の受講者を、強制的にグループ管理するかどうかを選択します。
「Yes」を選択した場合、授業内のすべての活動に上記１のグループモードが適用されます。
※強制した場合は、活動で個別に設定したグループモードは無効になります。

B：グループモードを強制する

グループモードの種類MEMO

グループなし                                                                                                                                               

それぞれのグループメンバーに関係なく、全員の活動が閲覧できます。

それぞれのグループメンバーは、そのグループ内の活動のみ閲覧できます。
他のグループの活動を閲覧することはできません。

可視グループ：それぞれのグループメンバーは、そのグループ内で作業しますが、
　　　　　　　他のグループの活動を閲覧することもできます。

分離グループ

可視グループ

A

B
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ゲストアクセス　

1 「「管理」ブロックの「ユーザ」をクリックし、「登録方法」
をクリックします。

2 「ゲストアクセス」の「編集」をクリックします。

3 項目を適宜設定します。
※設定項目の詳細は以下を参考にしてください。

受講登録されていないユーザーがこのコースにアクセスすることがで
きるか否かの設定をすることができます。ゲストとしてアクセスして
いる場合、そのユーザーは課題の提出や問題の受験などはできません。
標準では、ゲストアクセスは許可しない設定になっています。

パスワードを知っているゲストのみ、コースにアクセスすることがで
きるように設定することができます。マスク解除のチェックボックス
を有効にすると、現在設定されているパスワードを確認することがで
きます。

A：ゲストアクセスを許可する B：パスワード

A

B
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セクションタイトルの編集

セクションタイトルは、各トピック（または週）のタイトルなどを表示するのに利用します。

2　3

1 セクションの名前を変更する場合は、 セクション先頭
右の 「編集」をクリックします。

2 「トピックを編集する」をクリックします。

セクションタイトルを編集する

3 「デフォルトセクション名を使用する」のチェックを
外し、任意の名前を入力します。

「変更を保存する」をクリックします。
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セクションの利用制限

セクション先頭の 「編集」では、セクションの利用制限を設定することができます。
例えば「日付」の制限を追加し、学生に公開したい日時を設定することで公開忘れを防ぐことができます。

3　3

 「利用制限」をクリックします。

「制限を追加する ...」をクリックします。

使用する制限をクリックした後、適宜設定します。

1

2

3

セクションの利用制限を設定する

「変更を保存する」をクリックします。4
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セクションの移動

セクションは、順番を入れ替えるなど移動させることができます。

4　3

1 各セクションを任意の場所に移動する場合は、 「編集
モードの開始」をクリックします。

2 セクション先頭の「セクション 番号 を移動する」に
マウスポインターをあわせ、任意の場所にドラッグし
ます。 

3 セクションの移動先を確認し、ドラッグを終了します。 

セクションタイトルを移動する
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レポート（アクセスログ）

コースにおける参加者の活動ログを見ることができます。どのユーザがどこからアクセスし、どのような作業
を行ったかについて閲覧できるので、ユーザのアクセス状況を知りたいときに使用して下さい。

5　3

1 「管理」ブロックの「レポート」－「ログ」をクリッ
クします。

2 表示したいログの「ユーザ」・「日付」・「活動」等を指
定し、「これらのログを取得する」をクリックします。

3 レポート（アクセスログ）が表示されます。

レポート（アクセスログ）を表示する
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コースのバックアップ

コース全体または一部の情報をバックアップすることができます。 
愛媛大学 Moodle サービスでは定期的なファイル及び学習履歴のバックアップを行っていますが、教員の手元
にもバックアップを置いておくことをお薦めします。 
バックアップがあれば、予期せぬデータの消失に対する復旧や次年度の初期授業データとして再利用すること
ができます。

6　3

1 バックアップを行うコースを表示し、「管理」ブロッ
クの「バックアップ」をクリックします。

2 バックアップを取りたい項目にチェックを入れ、「次
へ」をクリックします。
コース全体をバックアップする場合は、全ての項目に
チェックを入れます。

3 バックアップを取りたい項目にチェックを入れ、「次
へ」をクリックします。
コース全体をバックアップする場合は、全ての項目に
チェックを入れます。

コースをバックアップする
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4 「確認およびプレビュー」画面で内容を確認し、「バッ
クアップを実行する」をクリックします。

5 バックアップファイルが正常に作成されたことを確認
し、「続ける」をクリックします。

6 該当バックアップファイルの「ダウンロード」をクリッ
クし、ファイルを保存します。
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コースのリストア

リストアは、Moodle のバックアップ機能で取得したバックアップファイルを、Moodle に再度展開するための
機能です。
前年度のコースをバックアップし、次年度のコースにリストアするなど活用することができます。
※リストアできるサイズは最大 2GB までです。バックアップの際にはコースファイル以外を選択し、必要ファ
イルは適宜、新しいコースにアップロードしてください。

7　3

1 リストアを行うコースを表示し、「管理」ブロックの「リ
ストア」をクリックします。

2 バックアップファイルを選択（もしくはドラッグ＆ド
ロップ）し、「リストア」をクリックします。

バックアップファイルの内容が表示されるので、内容
を確認し、「続ける」をクリックします。3

コースをリストアする



コースのリストア

教職員向け利用ガイド　 45

コ
ー
ス
の
管
理

コース内のコンテンツとバックアップしたコースのコ
ンテンツを結合する場合は「バックアップをこのコー
スに結合する」を選択します。
コース内のコンテンツを削除してリストアする場合は

「このコースのコンテンツを削除してリストアする」
を選択します。

「続ける」をクリックします。

5 リストアしない項目のチェックを外し、「次へ」をク
リックします。

6 リストアしない項目のチェックを外し、「次へ」をク
リックします。

4
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正常にリストアされると、右の画面が表示されるので、
「続ける」をクリックします。

9 リストアされたコースが表示されるので、コースを確
認します。

8

7 「レビュー」画面で内容を確認し、「リストアを実行す
る」をクリックします。
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メッセージの送受信
コースに参加するユーザは Moodle 内で相互にメッセージを送受信することができます。メッセージは 
Moodle にログインしているユーザにはほぼリアルタイムで、Moodle にログインしていないユーザに対して
は次回ログイン時に表示されるとともに、そのユーザがプロファイルページでメッセージをメールで受け取る
ように設定にしている場合はメールでも通知されます。 メッセージはユーザ名が表示されている場所ならその
ユーザ名をクリックすることで送信できますが、「参加者」ページからは複数のユーザに対して一括して送信す
ることもできます。

8　3

1 コースを表示し、「ナビゲーション」ブロックの「参
加者」をクリックします。

2 メッセージを送りたいユーザ横のチェックボックスに
チェックを入れます。
登録ユーザ全員にメッセージを送る場合は、「すべて
の○を表示する」をクリックし、「すべてを選択する」
をクリックします。

「選択したユーザに対して…」プルダウンメニューか
ら、「メッセージを送信する」をクリックします。3

メッセージを送信する
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「メッセージ本文」にメッセージを入力し、「プレ
ビュー」をクリックします。
※「現在の選択済みユーザ」にメッセージを送るユー
ザが表示されます。送信しないユーザがいる場合は「削
除」をクリックします。

5 メッセージ本文を確認し、「メッセージを送信する」
をクリックします。

6 「参加者リストに戻る」をクリックします。

4

メッセージの受信設定MEMO

メッセージの受信方法を設定することができます。
「Moodle ログイン中にメッセージが届いた場合はメールでの受信をしない」、または「Moodle ログイン中にメッセージが届いた
場合もメールで受信する」を選択できます。

画面右上に表示されている自分
の名前をクリックした後、「プリ
ファレンス」 をクリックします。

「メッセージング」を
クリックします。

「ユーザ間のパーソナルメッセージ」の
チェックボックスを適宜チェックします。1 2 3

7 送信したユーザにメッセージが届きます。
メッセージはユーザが Moodle にログインした際に画
面右下に通知されます。また、登録メールアドレスに
メールが送信されます。
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クイックメール

クイックメールは、コースに参加するユーザにメッセージを送るとともにファイルを添付することができます。
任意の送信元メールアドレスを設定したり、送信履歴を残すことができます。「クイックメール」ブロックは既
定では表示されていないので、クイックメールを使用する際は「クイックメール」 ブロックを表示させます。 
※大学配付のメールアドレス宛にのみ送信されるため、受信設定を行っていない学生は確認できません。

9　3

1 コースを表示し、「編集モードの開始」をクリックし
ます。

2 「ブロックを追加する」ブロックのプルダウンメニュー
から、「クイックメール」を選択します。

3 「クイックメール」ブロックが追加されたことを確認
します。

「クイックメール」ブロックを追加する
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「クイックメール」ブロックの「メールの作成」をクリッ
クします。

「宛先候補」から、受信者を選択し「追加」をクリッ
クします。

「タイトル」および「本文」を入力します。

1

2

3

クイックメールを送信する

ファイルを添付する場合は、「添付」にファイルを追
加します。

「送信」をクリックします。

4

5
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リソース（教材や資料）の追加

授業資料を学生にオンライン提供するには、「リソース」としてラベルやコース内ウェブページ、他のウェブサ
イトへのリンク、PowerPoint や PDF などのファイルを作成もしくはアップロードします。

1　4

リソースの種類

リソースを追加する

リソースには様々な種類がありますが、愛媛大学 Moodle では以下のリソースが主に使われています。

ファイル
「ファイル」を選択すると、コースの中にファイルを
アップロードすることができます。

フォルダ
「フォルダ」を選択すると、複数のファイルを一括し
てアップロードすることができます。

ラベル
「ラベル」を選択すると、複数のリソースや活動のメ
ニュー表示をわかりやすくするために、小見出しを
挿入することができます。

ページ
「ページ」を選択すると、HTML ベースのページを作
成することができます。テキストベースでは表現で
きない情報の掲載に向いています。

URL
「URL」を選択すると、コースの中に外部の Web サ
イトなどへのリンクを作成することができます。

2 各セクション右下の「活動またはリソースを追加する」
をクリックします。

1 リソースを追加する際は編集モードに切り替えて作業
します。編集モードに切り替えるには、コース右上の

「編集モードの開始」をクリックします。
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ファイル

「ファイル」を選択すると、コースの中にファイルをアップロードすることができます。

2　4

2 「一般」枠の必須事項「名称」と任意で「説明」を入
力します。コースに説明を表示する場合は、「コース
ページに説明を表示する」にチェックを入れます。

4 「保存してコースに戻る」をクリックします。

ドラッグ＆ドロップファイルによるファイルの追加MEMO

各種ファイルは、ドラッグ & ドロップによりコースに追加することができます。
ファイルの種類は自動認識されます。一部のブラウザ・バージョンは、ドラッ
グ & ドロップによるファイルの追加ができません。
ドラッグ & ドロップによりファイルを追加する場合は、追加するファイルが確
認できる状態で画面に表示します。該当のファイルをセクション内に、ドラッ
グ & ドロップします。

ファイルを追加する

1 追加したいセクションの「活動またはリソースを追加
する」から「ファイル」を選択し「追加」をクリック
します。

3 「ファイルを選択する」枠の「追加」をクリックし、アッ
プロードしたいファイルを指定します。

「アピアランス」枠の「表示」ドロップダウンリスト
から、希望の表示方法を指定します。「ポップアップ」
もしくは「ダウンロードを強制する」を推奨します。
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1  追加したいセクションの「活動またはリソースを追
加する」から「フォルダ」を選択し「追加」をクリッ
クします。

2 「一般」枠の必須事項、「名称」と「説明」を記入しま
す。コースに説明を表示する場合は、「コースページ
に説明を表示する」にチェックを入れます。

3  「コンテンツ」枠の「追加」をクリックし、アップロー
ドしたいファイルを指定します。一度に複数のファイ
ルをアップロードできます。

4 「保存してコースに戻る」をクリックします。

フォルダ

「フォルダ」を選択すると、複数のファイルを一括してアップロードすることができます。

3　4

フォルダを追加する
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ラベル

「ラベル」を選択すると、複数のリソースや活動のメニュー表示をわかりやすくするために、小見出しを挿入することができ
ます。

4　4

3  「保存してコースに戻る」をクリックします。

4 ラベルが挿入されたことを確認します。

2 「ラベルテキスト」に文章を入力します。

1  追加したいセクションの「活動またはリソースを追
加する」から「ラベル」を選択し「追加」をクリック
します。

ラベルを追加する
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ドラッグ＆ドロップファイルによるラベル（画像ファイル）の追加MEMO

コース内に画像ファイルを配置することができます。画像ファ
イルは「ラベル」として配置されます。
ただし、ドラッグ & ドロップによる操作でしかコースに追加す
ることができません。
ドラッグ & ドロップによる操作は一部のブラウザ・バージョン
は対応していません。

1 コースを表示し、「編集モードの開始」をクリックし
ます。

3 追加する画像ファイルをコースの該当の箇所にドラッ
グ＆ドロップします。

4 「コースページにメディアを追加する」を選択し、「アッ
プロード」をクリックします。

2 コースに画像ファイルを追加する箇所を表示します。
操作しているパソコンの画面に、追加するファイルが
確認できる状態で表示します。
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ページ

「ページ」を選択すると、独立したウェブページを作成することができます。長文を掲載したい場合などに利用することがで
きます。

5　4

1 追加したいセクションの「活動またはリソースを追加
する」から「ページ」を選択し「追加」をクリックし
ます。

2 「一般」枠の必須事項「名称」と任意で「説明」を入
力します。コースに説明を表示する場合は、「コース
ページに説明を表示する」にチェックを入れます。

3 「コンテンツ」枠の「ページコンテンツ」に、ページ
の内容を入力します。

「保存してコースに戻る」をクリックします。

4 作成した「ページ」をクリックするとページが表示さ
れます。

ページを追加する
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1 追加したいセクションの「活動またはリソースを追加
する」から「URL」を選択し「追加」をクリックします。

2 「一般」枠の必須事項「名称」と任意で「説明」を入
力します。コースに説明を表示する場合は、「コース
ページに説明を表示する」にチェックを入れます。

「コンテンツ」枠の「外部ＵＲＬ」に、ウェブページ
のＵＲＬを入力します。

3 「アピアランス」枠の「表示」では、項目をクリック
した後の動作を設定することができます。

「オープン」を選択すると、コースを表示しているブ
ラウザの表示がリンク先に遷移します。「ポップアッ
プ」を選択すると、小さめのウィンドウがポップアッ
プしてその中でリンク先が表示されます。 

「保存してコースに戻る」をクリックします。

4 トピック内に独立したページヘのリンクが表示されま
す。
リンクをクリックするとページが表示されます。

URL

「ＵＲＬ」を選択すると、愛媛大学のホームページなど他のウェブページへのリンクを作成することができます。

6　4

URL を追加する
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活動の追加

「活動」とは学生がコースの中で何らかの学習行動をとるものです。例えば、課題の提出や小テストを受験する
など、何らかの行動を求めるものです。

1　5

活動の種類
活動には様々な種類がありますが、愛媛大学 Moodle では以下の活動が主に使われています。

チャット
チャットはウェブを通じたリアルタイムの同
期ディスカッションの場です。

Wiki
Wiki（ウィキ）はだれでも自由に書き込むこと
のできる Web ページのことです。共同で使う
黒板のように、みんなで少しずつ書き込んで
いくようなプロジェクトに使えます。

フォーラム
学生への連絡やディスカッションのためのフォーラ
ムという機能があります。学生の投稿に点数をつけ
ることで評定に含めることもできます。 フォーラム
への投稿は電子メールにも通知されます。

レッスン
レッスンとは、1 ページに 1 問の問題を作成し、
参加者の回答によって異なるページを表示さ
せる対話型のテキストです。

課題
課題モジュールを利用すると、教師が学生に
課題を提示し提出させることができます。
課題の提出方法には 2 種類あり、ファイル

（Word、Excel、PowerPoint、ムービーなど）
とオンラインテキスト（Moodle 画面に文字を
入力する）があります。

アンケート
Moodle では「短文記述形式」「チェックボックス形式」

「Yes/No 形式」など様々な形式のアンケートを作成
する事ができます。

活動を追加する

2 追加したいセクションの「活動またはリソースを追加
する」をクリックします。

1 活動を追加する際は編集モードに切り替えて作業しま
す。編集モードに切り替えるには、コース右上の「編
集モードの開始」をクリックします。
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チャット

チャットはウェブを通じたリアルタイムの同期ディスカッションの場です。

2　5

1 追加したいセクションの「活動またはリソースを追加
する」から「チャット」を選択し「追加」をクリック
します。

2 「一般」枠の「チャットルーム名」にチャットの名称を、
任意で「説明」にチャットの説明を入力します。コー
スに説明を表示する場合は、「コースページに説明を
表示する」にチェックを入れます。
その他の項目も適宜選択します。

3 「保存してコースに戻る」をクリックします。

チャットを作成する
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Wiki

Wiki（ウィキ）はだれでも自由に書き込むことのできる Web ページのことです。
共同で使う黒板のように、みんなで少しずつ書き込んでいくようなプロジェクトに使えます。

3　5

3 「保存してコースに戻る」をクリックします。

1 追加したいセクションの「活動またはリソースを追加
する」から「Wiki」を選択し「追加」をクリックします。

2 「一般」枠の「Wiki 名」に Wiki の名称を、「先頭ページ名」
にページ名を、任意で「説明」に Wiki の説明を入力
します。コースに説明を表示する場合は、「コースペー
ジに説明を表示する」にチェックを入れます。
その他の項目も適宜選択します。

Wiki を作成する
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フォーラム

フォーラムは、教員および学生同士のディスカッションの場です。
※コース上に初期状態で作成されているアナウンスメントは、教員から一方向的に発信するフォーラムです。

4　5

1 追加したいセクションの「活動またはリソースを追加
する」から「フォーラム」を選択し「追加」をクリッ
クします。

2 「フォーラム名」にフォーラムの名称を、任意で「説明」
にフォーラムの説明を入力します。コースに説明を表
示する場合は、「コースページに説明を表示する」に
チェックを入れます。
必要に応じてフォーラムタイプを選択します。一つの
トピックについて学生全員が投稿するなら「トピック
１件のシンプルなディスカッション」を、レポートの
ピアレビューなどのために学生全員が個別のトピック
を作成するなら「各人が１件のディスカッションを投
稿する」を選択します。

フォーラムを作成する

3 学生の投稿に点数をつける場合は、「評価」枠の「総
計タイプ」を設定します。ここが「評価なし」になっ
ているとそのフォーラムは評定の対象にはなりませ
ん。学生がこのフォーラム内での投稿に対して獲得し
た評価の平均、数、最大、最低、合計のどれをその学
生の評点とみなすかを設定します。 

「保存してコースに戻る」をクリックします。
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レッスン

レッスンとは、1 ページに 1 問の問題を作成し、参加者の回答によって異なるページを表示させる対話型の
テキストです。

5　5

1 追加したいセクションの「活動またはリソースを追加
する」から「レッスン」を選択し「追加」をクリック
します。

2 「一般」枠の「名称」にレッスンの名称を入力します。
その他の項目も適宜選択します。
※設定項目の詳細は次ページ以降を参考にしてください。

3 「保存してコースに戻る」をクリックします。

レッスンを作成する
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一般

アピアランス

レッスンの名称を入力します。

レッスンで使用するためにメディアファイルをアップロードすること
ができます。レッスンのそれぞれのページにある「リンクメディア」
ブロックに「閲覧するにはここをクリックしてください」リンクが表
示されます。
＜サポートされた埋め込みファイルタイプ＞
MP3 ／ Media Player ／ Quicktime ／ Readmedia ／ HTML ／ Plain 
Text ／ GIF ／ JPEG ／ PNG

A：リンクメディア

この設定を「Yes」にすると、現時点で考えられる学生の合計評点が
各ページに表示されます。
例）学生が評点 5 点の問題 4 問に答えて、1 問が間違っている場合、
進行中の評点は１５／２０点になります。

C：進行中の評点を表示する

レッスンの下部に、進歩状況を表すプログレスバーを表示します。現
在、プログレスバーは、直線のレッスンに対して最も誤差がありませ
ん。
パーセントの計算が完了する間、正しく答えられたブランチテーブル
および問題ページは、レッスンの進捗に加算されます。レッスンの合
計ページが計算される間、クラスタおよびクラスタ内のページは単一
のページとして計算され、終了クラスタおよび終了ブランチは除外さ
れます。他のすべてのページは、レッスンの総ページ数に加算されま
す。有効にした場合、ページ一覧が表示されます。

B：プログレスバー

この設定を「Yes」にすると、固定した幅、高さ、独自の背景色のス
ライドショーとして、レッスンを表示することができます。

D：メニューを表示する

コンテンツページの幅または高さが指定した範囲を超えた場合、CSS
ベースのスクロールバーが表示。問題は、スライドショーモードでは

「除外」され、デフォルトでページ ( ブランチテーブル ) のみスライド
表示されます。オプションが選択された場合、デフォルト言語のラベ
ル付きボタン「次へ」および「戻る」ボタンが、ページの右端および
左端に表示されます。他のボタンは、スライドショー下部中央に配置
されます。

E：スライドショー

ここでは教員が使用できる最大回答数を設定します。例えば、初めか
ら最後まで「○×問題」を使用する場合、この値は２にしてください。

F：答えの最大数

「Yes」を選択すると、問題のレスポンスが見つからない場合、デフォ
ルトレスポンスの「正解です」および「不正解です」が使用されます。

「No」を選択すると、問題のレスポンスが見つからない場合、フィー
ドバックは表示されません。

G：デフォルトフィードバックを使用する

「ドロップダウンメニューには、このコースのすべての活動が含まれ
ています。活動の 1 つが選択された場合、その活動へのリンクがレッ
スンの最後に表示されます。

H：次の活動にリンクする

A：名称

A

B
CD

E
F
G
H

A
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フローコントロール

コース利用

Yes のチェックボックスをオンにすると、開始・終了日時を指定する
ことができます。

学生には Java スクリプトのカウンタが表示され、時間がデータベー
スに記録されます。
制限時間後も学生が追い出されることはありませんが、制限時間後に
答えた問題は評定の対象となりません。

「Yes」を選択すると、パスワードの入力なしでは、学生はレッスンに
アクセスできません。

A：開始日時・終了日時

B：制限時間（分）

C：パスワードで保護する

解答内容を変更するため、学生がレッスンを後戻りすることができる
ようにします。

A：学生のレビューを許可する

有効にした場合、問題が不正解のときに学生が評点なしで再受験する、
またはレッスンを続けるオプションを提供します。

B：問題の再受験オプションを提供する

この値は、学生がレッスンの中で答えるすべての問題の最大受験回数
を決定します。

C: 最大受験回数

問題に正しく答えた後、ページの移動には 3 つのオプションがありま
す。
通常 ：レッスンパスに従います。
未閲覧のページを表示する ：ページがランダムに表示されます。同一
ページが 2 度表示されることはありません。
未解答のページを表示する： ページがランダムに表示されます。未解
答の問題を含むページは再度表示されます。

D：正解後のアクション

このパラメータは、フラッシュカードタイプのレッスンのみに使用さ
れます。デフォルトの値はゼロで、レッスン内にすべてのページ/カー
ドが表示されます。このパラメータにゼロ以外の値を設定すると、設
定した値のページが表示されます。
この値のページ / カード表示後、レッスンは最後まで到達したことに
なり、学生に評点が表示されます。

E：ページの表示数

A

B
C

A
B
C
D
E
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評点

タイプを「評点」「なし」または「尺度」から選択します。
「評点」を選択した場合、レッスンで与えることのできる最大評点を
設定します。評点の範囲は０～１００％です。この値はレッスン中、
いつでも変更することができます。すべての変更は設定ページおよび
各種学生リストに即座に反映されます。
評点に０が設定された場合、そのレッスンはどの評定ページにも表示
されません。数はゼロに設定してください。

練習レッスンは評定表には表示されません。

　それぞれの答えに評定を設定することができます。評定にはマイナス
　またはプラスの値を使用することができます。

学生がレッスンを 1 回以上または 1 回のみ受験できるか設定します。
学生がレッスンの再受験を許可された場合、評定ページに表示される
評点は再受験の平均評点、またはレッスンの最高評点です。
次のオプション「再受験の評定方法」でどちらかの評定方法を使用す
るか選択します。問題分析では、常にレッスンの最初の受験内容を使
用し、学生による再受験は無視されます。

学生がレッスンを再受験できる場合、このオプションを設定すること
により、教員は評定ページでレッスンの評点を表示することができま
す。評定ページで最初および以降の受験の評点平均、または学生の受
験の最高評点を評点として表示できます。

ここでは活動の評定計算に使用する問題の最大数を指定します。レッ
スンが 1 つまたはそれ以上のコンテンツを含んでいる場合、問題の最
大数はゼロに設定してください。

モジュール共通設定

A：評点

D：練習レッスン

  E：カスタムスコア

F：再受験を許可する

G：再受験の評定方法

H：最少問題数

A

D
E
F
G
H

表示・非表示を選択できます。 ID ナンバーを設定することで、評定計算の目的で活動を識別する手
段を提供します。評定計算に活動が含まれていない場合、ID ナンバー
フィールドを空白のままにすることができます。
ID ナンバーは活動の更新ページでのみ編集することができますが、 
評定表にある評定計算の編集ページで設定することもできます。

A
B

A：可視性 B：ID ナンバー

C
B

評定計算に使用される評定方法を選択します。 
B：評定カテゴリ

合格するために必要な最小評点を決定します。値は活動、コース完了
および評定表で使用され、合格は緑色、不合格は赤色にハイライトさ
れます。

C：合格点
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レッスンの編集手順MEMO

1 作成したレッスンをクリックします。

2 レッスン内容ページが表示されるので、「編集」タブ
を選択し、「問題ページを追加する」をクリックして、
レッスンページを作成します。

※レッスンに使用する設問の作成順は、小テストの設問作成とよく似ていますので、9698 ページの「問題の作成」をご
覧ください。

A

利用制限
この設定により、現在のレッスンを同一コース内の別のレッスン等における学生の成績に依存させることなどができます。例えば、「評定」の制
限を追加した場合、要求されている成績に満たない学生はこのレッスンにアクセスすることができません。依存条件は下記の内容を含みます。

B

A

C

「制限を追加する ...」を
クリックします。

1 「評定」をクリックします。2 使適宜設定します。※必要な場合、他の種類の制
限と組み合わせて使用できます。

3

以下の条件に対して、合致する必要がある、合致しない必要があるの
どちらかを設定することができます。

依存対象となるレッスン等を選択します。

学生は、ここに設定された評点を取る必要があります。
A：合致する必要がある / 合致しない必要がある

B：評点 選択

C：評点≧（％）  評点＜（％）

活動完了

学生は、ここに設定された時間を費やす必要があります。
A：必要滞在時間
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4 「保存してコースに戻る」をクリックします。

3 オンラインテキスト課題の場合は「オンラインテキス
ト」に、ファイル提出の場合は「ファイル提出」にチェッ
クを入れます。
その他の項目も適宜選択します。
※設定項目の詳細は次ページ以降を参考にしてください。

課題（ファイル・オンラインテキスト）

課題を利用すると、教師が学生に課題を提示し提出させることができます。
課題の提出方法には 2 種類あり、ファイル（Word、Excel、PowerPoint、ムービーなど、あらゆる種類の）
とオンラインテキスト（Moodle 画面に文字を入力する）があります。

6　5

1 追加したいセクションの「活動またはリソースを追加
する」から「課題 （カスタマイズ ）」を選択し「追加」
をクリック。

課題を作成する

2 「一般」枠の「課題名」に課題の名称を、任意で「課
題説明」に課題の説明を入力します。コースに説明
を表示する場合は、「コースページに説明を表示する」
にチェックを入れます。
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開始日時と終了日時を指定します。チェックボックスにチェックした
場合に開始 / 終了日時の指定が有効になります。 

提出期限を指定します。チェックをしない場合、提出期限後に提出さ
れた課題を受け取ります。

「課題名」を記入します。 コースページに説明を表示するか否かを指定します。
このオプションを有効にした場合、「説明」欄の説明文がコースペー
ジ内の活動 / リソースのリンクの下に表示されます。 

課題の「説明」を記入します。 

A

B

C

A：課題名

B：説明

C：コースページに説明を表示する

A

B

A：開始日時・終了日時

B : 遮断日時

開始日時以前にも課題説明を表示さするか否かを指定します。チェッ
クをしない場合、課題説明は「開始日時」以降のみ学生に表示されます。。

C : 常に説明を表示する

C

利用

一般
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オンラインテキストにチェックを入れた場合、学生は Moodle の編集
ツールを利用してテキストを作成し提出することができます。
ファイルにチェックを入れた場合、学生は 1 つまたはそれ以上のファ
イルを提出物としてアップロードすることができます。

A

A：提出タイプ

提出タイプをオンラインテキストに設定した場合、学生が提出するこ
とのできる最大語数です。

B : 語数制限

学生がアップロードすることができるファイル数の上限を指定しま
す。

C : 最大アップロードファイル数

提出タイプ

B

D
C

学生がアップロードすることができるファイルの最大サイズを制限しま
す。サイトの制限値およびコースの制限値を超える設定はできません。

D : 最大提出サイズ

フィードバックタイプには下記の 3 つの種類があります。

フィードバックコメント：チェックを入れた場合、評定者はそれぞれ
の提出課題にフィードバックコメントを残すことができます。

オフライン評定ワークシート：チェックを入れた場合、教師の課題評
定時に学生評点のワークシートをダウンロードおよびアップロードで
きるようになります。

ファイルフィードバック：チェックを入れた場合、教師は課題の評定
時にフィードバックと共にファイルをアップロードすることができま
す。アップロードするファイルはコメント付きのドキュメントまたは
オーディオフィードバックにすることもできます。これらのファイル
は学生の評定に影響しません。 -

A：フィードバックタイプ B : コメントインライン
「Yes」にした場合、評定中、送信テキストがフィードバックコメント
フィールドにコピーされ、コメントインラインまたはオリジナルテキ
ストの編集を簡単にします。

フィードバック設定

A
B
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通知

「Yes」にした場合、学生が課題を提出した時点で評定者 ( 教師 ) にメッ
セージが送信されます。

「Yes」にした場合、学生が課題提出に遅れた時点で、評定者 ( 教師 ) 
にメッセージが送信されます。

A：評定者に提出を通知する

課題設定

「Yes」にした場合、学生は最終の提出であると宣言するため、「提出」
ボタンをクリックする必要があります。この設定により、学生はシス
テム上に課題の下書きバージョンを保持することができるようになり
ます。 

A

A：学生に提出ボタンのクリックを求める

この課題提出において学生の提出同意書の承諾を求めます。
B : 学生に提出同意書の承諾を求める

学生の再提出をどのように受け付けるか、あるいは再提出を受け付け
ないかを指定できます。

C : 提出再オープン

B

D

学生が試みることのできる最大提出回数です。設定された回数に達し
た場合、学生は再提出することができなくなります。

D : 最大提出回数

C

評定フォームの「学生に通知する」チェックボックスにデフォルト値
を設定します。評定フォームの「学生に通知する」をチェックした場合、
教員が編集した評定内容等（評点、評定日時、評定者氏名、フィードバッ
クコメント）が、「変更を保存する」をクリックした時点で学生に通
知されます。（ここでの設定は、あくまでデフォルトの値です。実際
の通知をどうするかは評定フォームでも設定することができます。）

C：「学生に通知する」のデフォルト設定

B：提出遅延に関して評定者に通知する

A
B
C
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評点

A

タイプを「評点」「なし」または「尺度」から選択します。
「評点」を選択した場合、レッスンで与えることのできる最大評点を
設定します。評点の範囲は０～１００％です。この値はレッスン中、
いつでも変更することができます。すべての変更は設定ページおよび
各種学生リストに即座に反映されます。
評点に０が設定された場合、そのレッスンはどの評定ページにも表示
されません。数はゼロに設定してください。

A：評点タイプ

コンテクスト内で評定計算に使用される高度な評定方法を選択してく
ださい。
高度な評定方法を無効にして、デフォルト評定方法に戻すには、「シ
ンプル直接評定」を選択してください。

B : 評定方法

B

D

E
F

C

「Yes」にした場合、評点は学生にリリースされる前にワークフロース
テージに入ります。これにより、採点者が一連の評点を同じタイミン
グで学生すべてにリリースすることができます。

この設定および採点ワークフローを「Yes」にした場合、個別の学生
に採点者を割り当てることができるようになります。

E：採点ワークフローを使用する

F：採点割り当てを使用する

合格するために必要な最小評点を決定します。値は活動、コース完了
および評定表で使用され、合格は緑色、不合格は赤色にハイライトさ
れます。

D：合格点

評定計算に使用される評定方法を選択します。 
C：評定カテゴリ
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モジュール共通設定

受講者がこの課題を閲覧できるかどうかを「表示」／「非表示」
で設定します。 

A

D：グルーピング

C：グループモードA：可視性

B :ID ナンバー

グルーピングはコース内のグループ群です。グルーピングが選択
された場合、グルーピング内のグループに割り当てられた学生は
共同で作業することができます。

下記の 3 つのグループモードから選択することができます。
グループなし：サブグループはありません。全員が、1 つの大き
なコミュニティの一員です。 
分離グループ：それぞれのグループメンバーは、そのグループ内
のみ閲覧できます。他のグループを閲覧することはできません。 
可視グループ：それぞれのグループメンバーは、そのグループ内
で作業しますが、他のグループを閲覧することもできます。 

ID ナンバーを設定することで、評定計算の目的で活動を識別す
る手段を提供します。評定計算に活動が含まれていない場合、ID 
ナンバーフィールドは空白の ままにすることができます。 

オンラインテキスト・ファイルの提出画面・評価画面MEMO

オンラインテキストに設定した場合 ファイルに設定した場合
学生はテキスト入力欄に課題内容を入力して課題を提出します。

課題の評定画面を開くと下図のように表示されます。プレビュー
アイコンをクリックすると全文が表示されます。

学生はファイルをアップロードして課題を提出します。

課題の評定画面を開くと下図のように表示されます。ファイル名
をクリックすると、ファイル内容が表示されます。

B
C

D
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提出した課題を一括ダウンロードする

3 「評定操作」の「選択」プルダウンメニューから、ファ
イル提出課題の場合は「すべての提出をダウンロード
する」を選択します。オンラインテキスト課題の場合
は「オンラインテキストの提出を Excel 形式でダウン
ロードする」をクリックします。

4 ファイル提出課題の場合は提出されたファイルが Zip
ファイル形式でダウンロードされます。
オンラインテキスト課題の場合は、Excel ファイル形
式でダウンロードされます。

提出課題のダウンロード

学生が提出した課題や受験結果を一括でダウンロードする事ができます。

7　5

1 課題をクリックします。

2 「すべての提出を表示する」をクリックします。

ファイル提出課題の場合

オンラインテキスト課題の場合
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学生が提出した課題を評価する

課題の評定

提出課題を評価し、評定点を入力し Moodle 上で管理することができます。

8　5

2 「すべての提出を表示する」をクリックします。

1 課題をクリックします。

3 「オプション」枠の「クイック評定」のチェックボッ
クスにチェックを入れます。「評点」列に評点入力枠
が表示されます。
※「オプション」枠の「１ページあたりの課題数」で
は、１ページあたりに表示する課題の数を指定できま
す。「フィルタ」で「要評定」を選択すると未評定の
もののみ表示されます。

4 評点欄に評点を入力します。評点をすべて入力し終
わったら「すべてのクイック評定の変更を保存する」
をクリックします。
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アンケート

Moodle では「短文記述形式」「チェックボックス」「はい・いいえ」など様々な形式のアンケートを作成する事ができます。
アンケートを作成、実施することにより、受講者の状況を把握し、授業の調整に役立てることができます。
アンケート結果は、一括ダウンロードすることができます。

9　5

アンケートの種類

短文記述形式
短文記述形式は、回答者が複数行の文章を書くことができます。

チェックボックス
Check Boxes は、回答者が質問に対して複数の選択肢の中から
選んで解答する選択形式の質問タイプです。

ラジオボタン式
ラジオボタン式は、回答者が質問に対して複数の選択肢の中か
ら一つだけ選んで解答する質問タイプです。

ドロップダウン式
ドロップダウン式は、回答者が質問に対して複数の選択肢の中
から一つ選んで解答する選択形式の質問タイプです。

測定尺度 ( 尺度 1..5)

はい・いいえ

測定尺度は、回答者が質問に対して複数の選択肢の中から一つ
だけ選んで解答する質問タイプです。多肢選択形式は、各選択
肢に点数を設定できます。アンケート収集後に平均点の算出な
どを行うことができます。

はい・いいえは、回答者が質問に対してはい・いいえの中から
一つ選んで解答する選択形式の質問タイプです。
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1 「活動またはリソースを追加する」から「アンケート」
を選択し「追加」をクリックします。

3 「タイミング」枠でアンケートの開始日と終了日を、「回
答オプション」枠で回答可能回数などの設定をします。

「保存してコースに戻る」をクリックします。
※設定項目の詳細は次ページを参考にしてください。

①アンケートの名称や期間などを設定する

2 「一般」枠の「アンケート名」にタイトル、「説明」に
アンケートの説明を入力します。コースに説明を表
示する場合は、「コースページに説明を表示する」に
チェックを入れます。

アンケートの作成手順
アンケートを作成する際には、次の２つの手順を踏みます。

アンケートの設問を作成する2

アンケートの名称や期間などを設定する1
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一般

問題を保存しておくカテゴリを選択します。

A

B

A：アンケート名 B : 説明
問題名を入力します。問題バンクに表示されますので、わかりやすい
問題名を入力してください。

回答オプション

タイミング

アンケートの回答タイプを設定します。
・何回でも回答
・1 回のみ回答
・毎日回答
・毎週回答
・毎月回答

アンケート開始日を設定します。

C
D

E

E：評定

D：回答の中断 / 再開の許可

C：回答の閲覧 ( 学生 )

A
B

A：開始日 B : 終了日

A
B

A：タイプ

B : 回答者タイプ

アンケート終了日を設定します。

回答者の名前をフルネームでとるか、匿名でとるのかを設定します。

評価を何段階にするか設定します。

・自分の回答終了後に可
・回答期間終了後に可
・随時可能

回答途中に答えを一時的に保存し、後から再開できるかどうかを設定
します。



活動の追加

愛媛大学 Moodle380

②アンケートの設問を作成する

1 作成したアンケートをクリックします。

2 「アンケート項目の追加」をクリックします

3 「アンケート項目の追加」枠のプルダウンメニューから希
望の問題タイプを選択し、「選択した質問タイプの追加」
をクリックします。

4 「項目名」に、この設問の名称を書きます。 
「質問文」に設問の文章を記入します。 
以下の欄は設問のタイプで異なりますが、設問の選択肢
などを設定します。
※設問の詳細は次ページ以降を参考にしてください。 
設問の作成が終わったら「変更を保存する」をクリック
します。 
これらを繰り返し、必要な設問を作成します。
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2 「項目名」に質問名、「質問文」に質問を入力します。
「回答の選択肢」に多肢選択値を 1 行に一つずつ入力
します。「強制的な回答の最小数」に最少選択数、「強
制的な回答の最大数」に最大選択数を設定します。「変
更を保存する」をクリックします。
※必ず回答しなければならないように設定するには、

「必須回答」を「Yes] にします。

3 「アンケート項目」の画面に戻りますので、アンケー
トの質問が作成されているかどうか確認します。

「プレビュー」タブをクリックし、アンケートの質問
をプレビュー表示にし、質問が作成されているか確認
します。

チェックボックス

チェックボックスは、回答者が質問に対して複数の選択肢の中から選んで解答する選択形式の質問タイプです。

10　5

1 「アンケート項目の追加」枠のプルダウンメニューから
「チェックボックス」を選択し、「選択した質問タイプ
の追加」をクリックします。

チェックボックスを作成する
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2 「項目名」に質問名、「質問文」に質問を入力します。
「ボタンの配置」で選択値の並び（縦置き・横置き）
を設定します。「回答の選択肢」に多肢選択値を 1 行
に一つずつ入力し、「変更を保存する」をクリックし
ます。
※必ず回答しなければならないように設定するには、

「必須回答」を「Yes] にします。

ラジオボタン式を作成する

1 「アンケート項目の追加」枠のプルダウンメニューから「ラ
ジオボタン式」を選択し、「選択した質問タイプの追加」
をクリックします。

ラジオボタン式

ラジオボタン式は、回答者が質問に対して複数の選択肢の中から一つだけ選んで解答する質問タイプです。

11　5

3 「アンケート項目」の画面に戻りますので、アンケー
トの質問が作成されているかどうか確認します。

「プレビュー」タブをクリックし、アンケートの質問
をプレビュー表示にし、質問が作成されているか確認
します。
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2 「項目名」に質問名、「質問文」に質問を入力します。
「回答の選択肢」に多肢選択値を 1 行に一つずつ入力
し、「変更を保存する」をクリックします。
※必ず回答しなければならないように設定するには、

「必須回答」を「Yes] にします。

ドロップダウン式を作成する

1 「アンケート項目の追加」枠のプルダウンメニューから「ド
ロップダウン式」を選択し、「選択した質問タイプの
追加」をクリックします。

ドロップダウン式

ドロップダウン式は、回答者が質問に対して複数の選択肢の中から一つ選んで解答する選択形式の質問タイプです。

12　5

3 「アンケート項目」の画面に戻りますので、アンケー
トの質問が作成されているかどうか確認します。

「プレビュー」タブをクリックし、アンケートの質問
をプレビュー表示にし、質問が作成されているか確認
します。
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2 「項目名」に質問名、「質問文」に質問を入力します。「ス
ケール値」に何段階レベルの表示にするか、数字を入
力します。「回答の選択肢」に質問を 1 行に一つずつ
入力し、「変更を保存する」をクリック。
※必ず回答しなければならないように設定するには、

「必須回答」を「Yes] にします。

測定尺度 ( 尺度 1..5) を作成する

1 「アンケート項目の追加」枠のプルダウンメニューから「測
定尺度 ( 尺度 1..5)」を選択し、「選択した質問タイプ
の追加」をクリックします。

測定尺度 ( 尺度 1..5)

測定尺度 （尺度 1..5) は、回答者が質問に対して複数の選択肢の中から一つだけ選んで解答する質問タイプです。
多肢選択形式は、各選択肢に点数を設定できます。アンケート収集後に平均点の算出などを行うことができます。

13　5

3 「アンケート項目」の画面に戻りますので、アンケー
トの質問が作成されているかどうか確認します。

「プレビュー」タブをクリックし、アンケートの質問
をプレビュー表示にし、質問が作成されているか確認
します。
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2 「項目名」に質問名、「質問文」に質問を入力し、「変
更を保存する」をクリックします。
※必ず回答しなければならないように設定するには、

「必須回答」を「Yes] にします。

はい・いいえを作成する

1 「アンケート項目の追加」枠のプルダウンメニューから「は
い・いいえ」を選択し、「選択した質問タイプの追加」
をクリックします。

はい・いいえ

はい・いいえは、回答者が質問に対してはい・いいえの中から一つ選んで解答する選択形式の質問タイプです。

14　5

3 「アンケート項目」の画面に戻りますので、アンケー
トの質問が作成されているかどうか確認します。

「プレビュー」タブをクリックし、アンケートの質問
をプレビュー表示にし、質問が作成されているか確認
します。
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アンケート結果の閲覧・一括ダウンロード

2 回答結果が表示されます。

5 「ダウンロード」されたファイルを「メモ帳」等の
テキストエディターで開き、テキストを全て選択し

（Ctrl+ Ａ）、コピー（Ctrl+C）します。
※ショートカットキーは Windows の場合

6 「Excel」の新規ファイルを開き、ペースト（Ctrl+V）
します。
※ショートカットキーは Windows の場合

1 結果を確認したいアンケートをクリックします。
「全回答の閲覧」をクリックします。

3 回答結果をダウンロードする場合は、「テキストフォー
マットでダウンロードする」をクリックします。

4 「ダウンロード」をクリックすると、アンケート結果
がダウンロードされます。
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1 「活動またはリソースを追加する」から「出欠」を選
択し「追加」をクリックします。

2 各項目を設定します。

3 「保存してコースに戻る」をクリックします。

出欠を作成する

出欠

出欠を使用すると、Moodle 上で受講者の出欠を管理できます。
教員が出欠の入力をするものであり、学生が操作することはできません。

15　5
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4 トピック内の出欠アイコンをクリックします。

5 「セッションを追加する」タブをクリックすると表示
される画面で授業開始日や授業終了日等を設定し、「追
加」をクリックします。

6 「セッション」タブをクリックすると表示される画面
で出欠を入力するセッションのアイコンをクリックし
ます。

7 受講生それぞれに対して、「出欠」「遅刻」「早退」「欠
席」を入力し、「出席を保存する」をクリックします。
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小テスト

Moodle では「◯ / ×（マルバツ）問題」「記述問題」など様々な形式の問題を作成することができます。学生
には複数の問題からなる「小テスト」として提示されます。したがって小テストを作成するためには、小テス
トそのものの受験可能な回数や日時の設定、小テストに含める個別の問題の作成や編集、小テストに含める問
題の選択、という 3 種類の作業が必要です。小テストの作成では自分が、現在どの作業を行っているのかを見
失いがちですので気をつけて下さい。 

1　6　

問題の種類とアイコン
作成できる問題の種類には、下記の種類があります。

単語やフレーズを回答させる問題です。複数の
正解がある場合でも、それぞれの答えに対して、
100% から「なし」までの異なる評点を与えるこ
とができます。

記述問題

設問に対して「○（マル）」「×（バツ）」を選択す

る２択形式の問題です。

○／×問題

数値問題
数値を解答させる問題です。正解として特定の数
値以外に一定範囲の値を許すことができます。

複数の選択肢から正解を選択する問題です。
さらに、解答が 1 つの場合の「単一回答問題」と、
複数ある場合の「複数回答問題」に分かれます。

多肢選択問題

テキスト内に多肢選択問題、記述問題、数値問題
を挿入することができる問題形式です。

Cloze（穴埋め問題）

作文形式の答えを書き込みます。自動的に採点す
ることはできません。問題文には、グラフィック
を含めることができます。

作文問題

質問のリストと答えのリストの関係を一致させる問
題形式です。

組み合わせ問題

背景イメージのドロップゾーンに答えとなる選択肢

をドラッグし、ドロップで配置することによって解

答する問題形式です。

ドラッグ & ドロップイメージ

選択肢をドラッグし、ドロップで配置することに

よって解答する問題形式です。

ドラッグ & ドロップテキスト

背景イメージのドロップゾーンに答えとなるマー

カーをドラッグし、ドロップで配置することによっ

て解答する問題形式です。

ドラッグ & ドロップマーカー

ドロップダウンメニューを使って問題テキスト内の

空欄を埋めて解答する問題形式です。

ミッシングワード選択
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「小テスト」と「問題」の違い

小テストの作成手順

小テストは問題の集合です。また作成した問題は問題バンクに蓄積され、複数の小テストに再利用することができます。さらに問題バンクはカ
テゴリに分割することができ、カテゴリ内の問題をランダム出題する小テストを作ることもできます。

典型的な小テストを作成するには、次の 4 つの手順を踏みます。各手順の詳細な操作手順は次ページ以降を参考にしてください。

問題カテゴリを作成します。2

小テストの名称や期間などを設定します。1

問題カテゴリに問題を作成します。3

小テストに問題を追加します。4

小テスト

問題

問題

問題

問題

問題バンク
カテゴリ カテゴリ カテゴリ

ランダム 問題 問題 問題

問題 問題 問題

問題 問題 問題

問題 問題 問題
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1 追加したいセクションの「活動またはリソースを
追加する」リンクから、「小テスト」を選択し

「追加」をクリックします。

2 「一般」枠の「名称」に小テストのタイトルを、「説明」
に小テストの説明を入力します。「タイミング」枠で
小テストの公開期間を、「評点」枠で受験可能回数な
どの設定をします。
その他の項目も適宜選択します。

3 「保存してコースに戻る」をクリックします。

小テストを作成し名称や期間等を設定する

小テストの作成
典型的な小テストを作成する以下の 4 つの手順のうち、ここでは「(1) 小テストの名称や期間などを設定する」
を説明します。 
　　(1) 小テストの名称や期間などを設定する 
　　(2) 問題カテゴリを作成する 
　　(3) 問題カテゴリに問題を作成する 
　　(4) 小テストに問題を追加する

2　6　
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授業ページに表示される小テストリンク名

一般

C

C：コースページに説明を表示する

A

B

A：名称

B : 説明

コースページに説明を表示するか否かを指定します。このオプ
ションを有効にした場合、上記「詳細」欄の説明文がコースペー
ジ内の活動 / リソースのリンクの下に表示されます。

小テストの要約

小テストの制限時間を設定します。「Yes」チェックボックスに
チェックを入れると、　制限時間が設定可能になります。

タイミング

D
E

A：小テスト公開日時

E：送信猶予期間

D：制限時間を経過した場合

C：制限時間

B : 小テスト終了日時

C

A
B

小テストの公開日時を設定します。「Yes」チェックボックスの
チェックを入れると、日時が設定可能になります。ここで設定し
た日時を過ぎると小テストが公開されます。

小テストの終了日時を設定します。「Yes」チェックボックスの
チェックを入れると、日時が設定可能になります。ここで設定し
た日時を過ぎると小テストが非公開になります。

制限時間を経過した場合の対応で、「開いている受験を送信でき
る場合は猶予期間を設けますが、さらに問題に回答することはで
きません」を選択した場合、送信までの猶予期間を設定します。

学生が小テストを受験している場合は、制限時間に達した時点で、
回答がどの程度入力されているかにかかわらず小テストは自動的
に提出されます。この設定では、学生が制限時間の前に小テスト
受験の送信に失敗した場合の処理をコントロールします。
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この小テストの評定が入る評定表内のカテゴリを指定します。

評点

A：評定カテゴリ D：評定方法

B : 合格点

D

複数回の受験が許可されている場合、異なる方法で学生の最終評
点を計算することができます。
最高評点：すべての受験の中の最高 ( 最良 ) 評点が最終評点です。
平均評点：最終評点はすべての受験の平均評点 ( 単純平均 ) です。
最初の受験：最終評点は一番最初の受験で得点した評点です ( 他
は無視 )。
最新の受験：最終評点には直近の受験で得点した評点のみ考慮さ
れます。

合格するために必要な最小評点を決定します。値は活動、コース完了
および評定表で使用され、合格は緑色、不合格は赤色にハイライトさ
れます。

レイアウト

B：ナビゲーションメソッドA : 新しいページ

A

順次ナビゲーションメソッドでは、学生は小テストを順番に受験
する必要があります。また、前のページに戻ったり、先にスキッ
プすることはできません。

問題数の多い小テストの場合、1 ページあたりの問題数を制限し
て、小テストを複数のページに分けることは理にかなっています。
小テストのページに問題を追加する場合、この設定にしたがって
改ページ (Page break) が自動的に挿入されます。後で小テスト
の編集ページにて、　手動で改ページ (Page break) の位置を変え
ることもできます。

C
B
A

C : 受験可能回数
無制限もしくは 1 ～ 10 回までの間で選ぶことができます。

B



小テストの作成

教職員向け利用ガイド　

小テストの作成

95

問
題
の
作
成

設問の選択肢の並び順がシャッフルされます。

問題の挙動

A：問題内部をシャッフルする C：受験内でのやり直しを許可する

B : 問題動作

A

この設定を「Yes」にした場合、学生が特定の問題の受験を終了
した時点で「問題をやり直す」ボタンが表示されます。これによ
り、小テストの受験すべてを送信せずに、また別の小テストを開
始せずに別バージョンの同一問題を受験することができるように
なります。このオプションは主に練習問題に有用です。

学生は小テスト内の問題に対して、様々に異なる方法で接するこ
とができます。例えば、あなたが学生にそれぞれの問題で答えを
入力した後、評定またはフィードバックの前に小テストすべてを
送信してもらいたい場合もあるでしょう。これには「遅延フィー
ドバック」モードを使用します。代わりに、あなたが学生に即時
フィードバックを与えて、仮にすぐに正解できない場合に評点の
低い次の受験に挑戦させたいとします。これには「複数受験イン
タラクティブ」モードを使用します。

このオプションでは、小テスト受験結果をレビューまたは小テストレポートを表示する場合、どの情報をユーザが閲覧することができ
るかコントロールします。

レビューオプション

CA B

A：受験後すぐに C：小テスト終了後

B : 後で、小テスト実施中

小テスト終了日時経過後。終了日時が設定されていない場合、こ
の状態に達することはありません。

ユーザが「すべてを送信して終了する」ボタンをクリックして受
験を終了した後、２分以内

今後および小テスト終了日時の前

B
C
D

D：直近の解答内容を反映させる
複数回の受験が許可され、この設定を「Yes」にした場合、それ
ぞれの新しい受験では直近の解答内容が反映されます。これによ
り、複数回の受験で小テストが終了するよう設定できます。毎回
の受験で新たな問題を表示したい場合、「No」を選択してくださ
い。
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あなたがこのオプションを有効にした場合、受験中およびレ
ビュー時、画面に学生の氏名および写真が表示されます。

アピアランス

D

A：ユーザ写真を表示する

D：小テスト受験中にブロックを表示する

C：問題評点の小数位

B : 評点の小数位

C

A
B

有効にした場合、小テストの受験中に通常のブロックを表示しま
す。

個々の問題の評点を表示する場合、小テスト全体の評点に対して、
あなたは異なる精度を選択することができます。

この設定では学生の評点を表示または評定するときに、小数点以
下を何桁表示するか指定します。この設定は評定の表示のみに影
響します。

パスワードを設定すると、利用者が小テストを受ける前に同じパ
スワードを入力しなければいけません。

受験に関する特別制限

D
E

A：パスワードを要求する

E：ブラウザセキュリティ

D：２回目以降の受験の強制待ち時間

C：最初と２回目の受験の強制待ち時間

B : ネットワークアドレス

C

A
B

Java スクリプトセキュリティ対策を含んだフルスクリーンポッ
プアップを選択した場合
□学生が Java スクリプトの利用を有効にしているブラウザのみ、
小テスト受験を開始することができます。
□小テストはフルスクリーンのポップアップウィンドウ上に表示
され、ナビゲーションコントロールはありません。
□可能な範囲でコピー & ペーストのような機能を学生が使用でき
ないようにします。

LAN 上の特定のサブネットまたはインターネットから小テストへ
のアクセスを、カンマで区切った部分的または完全な IP アドレ
スで制限することができます。これは、特に特定の部屋の人のみ
小テストにアクセスすることができる試験監督付き小テストの実
施に便利です。
例 ）「192.168」「133.71.211.0/20」「133.71.69.67」

「133.71.69.10-20」のように指定します。

最初の受験が終了後、もう一度同じ問題をやり直したい場合の待
ち時間を設定します。ただし、受験可能回数で１が設定されてい
る場合、この設定は無視されます。

２回目以降、同じ問題をやり直したい場合の待ち時間を設定しま
す。ただし、受験可能回数で１回または 2 回が設定されている場
合、この設定は無視されます。
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3 カテゴリの中にサブカテゴリを追加できます。
サブカテゴリを追加する際は、「親カテゴリ」を選択し、
カテゴリ作成同様の手順で作成して下さい。

問題カテゴリを作成する

4 カテゴリ（サブカテゴリ）が追加されたことを確認し
ます。

問題カテゴリの作成

典型的な小テストを作成する以下の 4 つの手順のうち、ここでは「(2) 問題カテゴリを作成する 」を説明します。 
　　(1) 小テストの名称や期間などを設定する 
　　(2) 問題カテゴリを作成する 
　　(3) 問題カテゴリに問題を作成する 
　　(4) 小テストに問題を追加する

3　6　

1 「管理ブロック」の「問題バンク」横の▼をクリックし、
「カテゴリ」を選択します。

2 親になるカテゴリを選択し、「名称」にカテゴリの名
称を入力します。
必要に応じてカテゴリ情報を入力し、「カテゴリを追
加する」をクリックします。
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問題カテゴリに問題を作成する

問題の作成
典型的な小テストを作成する以下の 4 つの手順のうち、ここでは「(3) 問題カテゴリに問題を作成する」を説
明します。 
　　(1) 小テストの名称や期間などを設定する 
　　(2) 問題カテゴリを作成する 
　　(3) 問題カテゴリに問題を作成する 
　　(4) 小テストに問題を追加する

4　6　

3 「新しい問題を作成する…」をクリックします。

4 希望の問題のタイプを選択し、「次へ」をクリックし
ます。

1 「管理ブロック」の「問題バンク」横の▼をクリックし、
「問題」を選択します。

2 「カテゴリを選択してください」プルダウンメニュー
から、任意のカテゴリを選択します。
※標準では当該コースのデフォルトの問題カテゴリが
選択されています。通常はこのデフォルトの問題カテ
ゴリの中に問題を作ります。
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7 「デフォルト値」にこの問題の得点配分を点数で指定
します。

8 以下の欄は問題のタイプで異なりますが、解答の選択
肢や正解が何なのかを指定します。各問題タイプの
詳細設定については次ページ以降を参考にしてくださ
い。
※「作文問題」の場合は、解答形式は「HTML エディタ」
が標準として設定されていますが、文字装飾を必要と
しない単純な文字入力だけで回答させる場合には「プ
レインテキスト」を選ぶこともできます。ファイルの
添付を許可するか否かを選択します。

6 「問題テキスト」に問題の文章を入力します。

5 「問題名」にこの問題の名称を入力します。
※問題の名称は学生には見えませんが、多数の問題の
中から該当の問題を選択する際に使いますので一目で
分かる適切な名前をつけてください。

9 問題の作成が終わったら「変更を保存する」をクリッ
クします。 
これらを繰り返し、必要な問題数を作成します。 
また、各問題では、誤答、正答に応じて学生に対する
フィードバックメッセージを表示することができま
す。フィードバックメッセージを適切に設定すること
で、誤答した学生に対してヒントを提示したり、正答
した学生に対して関連する情報へのリンクを示したり
することができます。



問題の作成

愛媛大学 Moodle3100

小テストに問題を追加する

問題の追加

典型的な小テストを作成する以下の4 つの手順のうち、ここでは「(4)小テストに問題を追加する」を説明します。 
　　(1) 小テストの名称や期間などを設定する 
　　(2) 問題カテゴリを作成する 
　　(3) 問題カテゴリに問題を作成する 
　　(4) 小テストに問題を追加する

5　6　

3 「管理」をクリックし、「問題バンクから」をクリック
します。

4 小テストに追加したい問題横のチェックボックスに
チェックを入れ、「選択した問題を小テストに追加す
る」をクリックします。

1 「小テスト」をクリックします。

2 「小テストを編集する」もしくは「管理」ブロックの「小
テストを編集する」をクリックします。



問題の追加

教職員向け利用ガイド　

問題の追加

101

問
題
の
作
成

5 ランダム問題を追加する際は、「ランダム問題」をク
リックします。

6 ランダム問題を出題するカテゴリを選択し、「ランダ
ム問題を追加する」をクリックします。 

7 「評点」および「最大評点」を設定します。
「評点」には各問題の点数、「最大評点」には小テスト
の合計点を入力し「保存」をクリックします。

8 1 ページに表示する問題数を変更する場合は、「改ペー
ジを追加する」をクリックします。問題の順番を変更
する場合は「移動」をクリックし、ドラッグ & ドロッ
プします。問題を削除、または空のページを削除する
場合は×をクリックします。

9 コースに戻り、「小テスト」をクリックし、「小テスト
をプレビューする」をクリックすると実際に問題を解
くことができるので、問題に不備がないか確認します。

改ページを追加することができます。また追加した改ページを削
除することができます。

ドラッグ & ドロップすることで、任意の場所に問題を移動するこ
とができます。

A：改ページを追加する / 改ページを削除する B：移動

A
B
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説明

説明は、直接小テスト等の問題と関係ありませんが、テストの要約や問題の説明を表示させるために利用することができます。

6　6　

説明を作成する

1 問題のタイプから「説明」を選択し、「追加」をクリッ
クします。

3 「問題テキスト」に説明の文章を入力します。
その他の項目も適宜選択します。
※設定項目の詳細は次ページを参考にしてください。

2 カテゴリを選択し、「問題名」に説明の名称を入力し
ます。
※問題の名称は学生には見えませんが、多数の問題の
中から該当の問題を選択する際に使いますので一目で
分かる適切な名前をつけてください。

4 「変更を保存する」をクリックします。
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説明を保存するカテゴリを選択します。

説明の名称を入力します。問題バンクに表示されますので、内容
がわかりやすい名称を入力してください。

説明文を入力します。

受験者に表示するメッセージを入力します。
※全ての受験者に同じメッセージが表示されます。

A

A：カテゴリ

B：問題名

C：問題テキスト

D：全般に対するフィードバック

B

C

D

一般

小テストを開かずに問題を作成するMEMO

管理ブロックの「問題バン
ク」をクリックします。

作成したいカテゴリを選択し、「新し
い問題を作成する」をクリックします。

小テストは、「問題バンク」に直接問題を作成することができます。

作成したい問題タイプを選択し、
「次へ」をクリックします。1 2 3
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作文問題

作文問題は、記述問題よりも自由な解答を入力できる記述形式の問題タイプです。ただし、作文問題は自動で採点することはできま
せん。「問題に対する解答を○○以内にまとめよ。」のような、自由回答形式の問題に向いていると言えます。

7　6　

作文問題を作成する

1 問題のタイプから「作文問題」を選択し、「次へ」を
クリックします。

3 「問題テキスト」に問題の文章を入力します。
その他の項目も適宜選択します。
※設定項目の詳細は次ページを参考にしてください。

2 カテゴリを選択し、「問題名」に問題の名称を入力し
ます。
※問題の名称は学生には見えませんが、多数の問題の
中から該当の問題を選択する際に使いますので一目で
分かる適切な名前をつけてください。

4 「変更を保存する」をクリックします。
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説明を保存するカテゴリを選択します。

問題文を入力します。

正解時の点数を入力します。
A：カテゴリ

C：問題テキスト

D：デフォルト評点

受験者に表示するメッセージを入力します。
※全ての受験者に同じメッセージが表示されます。

E：全般に対するフィードバック
問題名を入力します。問題バンクに表示されますので、内容がわ
かりやすい問題名を入力してください。

B：問題名

A

D

B

C

E

一般

回答オプション

「HTML エディタ」および「プレインテキスト」を選択できます。
F：解答形式

F



問題の作成

愛媛大学 Moodle3106

組み合わせ問題

組み合わせ問題は、説明文と一致する解答を選択する問題タイプです。 

8　6　

組み合わせ問題を作成する

1 問題のタイプから「組み合わせ問題」を選択し、「追加」
をクリックします。

3 「問題テキスト」に問題の文章を入力します。
その他の項目も適宜選択します。
※設定項目の詳細は次ページを参考にしてください。

2 カテゴリを選択し、「問題名」に問題の名称を入力し
ます。
※問題の名称は学生には見えませんが、多数の問題の
中から該当の問題を選択する際に使いますので一目で
分かる適切な名前をつけてください。

4 「変更を保存する」をクリックします。
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A：カテゴリ

B：問題名

C：問題テキスト

D：デフォルト評点

E：全般に対するフィードバック

F：シャッフル

G：問題

H：答え

I：さらに３件の問題入力欄を追加する

B
A

C

D

E

F

G
H

I

一般

問題を保存するカテゴリを選択します。

問題名を入力します。問題バンクに表示されるので、内容がわか
りやすい問題名を入力してください。

問題文を入力します。

正解時の点数を入力します。

受験者に表示するメッセージを入力します。※全ての受験者に同
じメッセージが表示されます。

問題の並び順をランダムに変更する場合は、チェックボックスを
チェックしてください。

問題を入力します。

上記の「問題」に対する答えを入力します。

問題と答えの組み合わせを増やす場合、ボタンをクリックして追
加。

答え
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問題に対するヒントを入力できます。

J：総合フィードバック

K：それぞれの不正解に対するペナルティ L：ヒント 

J

K

L

解答後に受験者に表示するメッセージを正解の度合いによって、
変えられます。

学生が問題を正解できるまで複数回受験できるよう、「複数受験
インタラクティブ」または「アダプティブモード」動作を使用し
て問題を実行する場合、このオプションではそれぞれの不正解の
受験に何点のペナルティが課せられるかコントロールします。
※ペナルティは問題評点合計の割合です。そのため、問題の正
解が 3 点、ペナルティが 0.3333333 の場合、学生が最初に正
解することで 3 点を取得します。2 回目の受験で正解した場合、
学生は 2 点を取得します。そして、3 回目の受験で正解した場合、
学生は 1 点を取得します。

総合フィードバック

複数受験
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Cloze（穴埋め問題）

Cloze（穴埋め問題）は、「文中の『   』内を埋めよ」のような、穴埋め形式問題を作成する問題タイプです。
このタイプの問題の作成は、直接、穴埋め用のコードを問題文に埋め込む形で入力する必要があります。

9　6　

Cloze（穴埋め問題）を作成する

1 問題のタイプから「Cloze( 穴埋め問題 )」を選択し、「追
加」をクリックします。

3 「問題テキスト」に問題の文章を入力します。
その他の項目も適宜選択します。
※穴埋め用のコードおよび設定項目の詳細は次ページを
参考にしてください。

2 カテゴリを選択し、「問題名」に問題の名称を入力し
ます。
※問題の名称は学生には見えませんが、多数の問題の
中から該当の問題を選択する際に使いますので一目で
分かる適切な名前をつけてください。

4 「変更を保存する」をクリックします。



問題の作成

愛媛大学 Moodle3110

A
B

C

D

E

F

G

一般

A：カテゴリ

B：問題名

C：問題テキスト

D：全般に対するフィードバック

E：問題テキストをデコードおよび確認する

F：それぞれの不正解に対するペナルティ G：ヒント 
問題に対するヒントを入力できます。

問題を保存するカテゴリを選択します。

問題名を入力します。問題バンクに表示されるので、内容がわか
りやすい問題名を入力してください。

問題文を入力します。

受験者に表示するメッセージを入力します。
※すべての受験者に同じメッセージが表示されます。

問題テキストに入力したコード等が正しいかチェック。

学生が問題を正解できるまで複数回受験できるよう、「複数受験
インタラクティブ」または「アダプティブモード」動作を使用し
て問題を実行する場合、このオプションではそれぞれの不正解の
受験に何点のペナルティが課せられるかコントロールします。
※ペナルティは問題評点合計の割合です。そのため、問題の正解
が 3 点、ペナルティが 0.3333333 の場合、
　学生が最初に正解することで 3 点を取得します。2 回目の受験
で正解した場合、学生は 2 点を取得します。
　そして、3 回目の受験で正解した場合、学生は 1 点を取得しま
す。

複数受験
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フォーマット

フォーマット

フォーマット

入力例

入力例

入力例

2

3

1

{ }  … 問題となる部分全体をくくります。
問題の点数  … 数値を指定します。
:  … 問題形式をくくります。
~  … 答えと次の答えを区切ります。
# … 答えのフィードバック前につけます。フィードバックがない場合、# はあってもなくても関係ありません。
= … 正解の答えの前につけます。%0 ～ 100 の数値 % で評点を割り当てることも可能です。%100% は = と同じ
　　 意味です。（誤答の前には何もつけないか、 %0% をつけます。）

記述形式と使用する記号

問題のフォーマットと入力例

記述問題

記述問題

記述形式

数値問題

数値問題

使用する記号

多肢選択問題

多肢選択問題

問題形式

（SHORTANSWER, SHORTANSWER_C）
テキストボックスが表示されます。

「SHORTANSWER」は大文字小文字区別なし、「SHORTANSWER_C」は大文字小文字区別ありの記述形式の穴
埋め問題。

（NUMERIAL）
テキストボックスが表示されます。数値を入力して解答する穴埋め問題になります。

{ 問題の点数 : 問題形式 : 間違った答え # この答えに対するフィードバック ~ もう 1 つの間違った答え # この答え
に対するフィードバック ~= 正しい答え # この答えに対するフィードバック ~%50% 半分正しい答え # この答えに
対するフィードバック }

（MULTICHOICE, MULTICHOICE_V, MULTICHOICE_H）
複数の選択肢から、解答を選択するタイプの穴埋めになります。

「MULTICHOICE」はドロップダウンメニューとして表示、「MULTICHOICE_V」はラジオボタンが垂直列として
表示、「MULTICHOICE_H」ラジオボタンが水平行として表示される問題になります。

問題形式には、記述問題、数値問題、多肢選択問題があります。

{ 問題の点数 :SHORTANSWER:= 正しい答え # この答えに対するフィードバック ~%50% 半分正しい答え # この
答えに対するフィードバック ~ 間違った答え # この答えに対するフィードバック }

{2:NUMERICAL:= 正解の数値 : 正解とする許容範囲 # 正しい答えに対するフィードバック ~%50% 正解の数値 : 半
分正しいとする許容範囲 # 半分正しい答えに対するフィードバック }

{1:MULTICHOICE:= 正しい答え # この答えに対するフィードバック ~%50% 半分正しい答え # この答えに対する
フィードバック ~ 間違った答え # この答えに対するフィードバック ~ もう 1 つの間違った答え # この答えに対す
るフィードバック }

空欄に適切な言葉を入れなさい。
愛媛大学は，平成 16 年 4 月 1 日に {5:SHORTANSWER:%100% 国立大学法人 # 正解です ~%50% 法人 # 惜しい！
国立大学法人です ~%0% 独立行政法人 # 違います。国立大学法人です } 愛媛大学となり，国の組織から独立した
経営体として再出発することになった。

愛媛大学は，平成 {3:NUMERICAL:%100%16# 正解です } 年 4 月 1 日に 国立大学法人です ~%0% 独立行政法人
# 違います。国立大学法人です } 愛媛大学となり，国の組織から独立した経営体として再出発することになった。

愛媛大学は，{3:MULTICHOICE:%100% 学校教育法 # 正解です ~%0% 教育基本法 # 不正解です ~%0% 日本国憲
法 # 不正解です } に謳われた大学の目的を踏まえ，自ら学び，考え，実践する能力と次代を担う誇りをもつ人間
性豊かな人材を社会に輩出することを最大の使命とする。

問題の埋め込み方
穴埋め問題は、問題テキストに記述問題や数値問題、多肢選択問題を埋め込むことができる問題形式です。
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記述問題

記述問題は、受験者が解答を記述する記述形式の問題タイプです。多肢選択問題や○× 問題と同様で、受験者の解答結果に自動で採
点する仕組みを備えています。ただし、受験者が自由に解答を入力可能なため、正しい答えが必ず 1 つだけになる問題以外では完全
に自動で採点を行うことは難しく、テスト終了後に教員が受験者の解答を確認し、手動で採点を行うことが必要です。

10　6　

記述問題を作成する

1 問題のタイプから「記述問題」を選択し、「追加」を
クリックします。

3 「問題テキスト」に問題の文章を入力します。
その他の項目も適宜選択します。
※設定項目の詳細は次ページを参考にしてください。

2 カテゴリを選択し、「問題名」に問題の名称を入力し
ます。
※問題の名称は学生には見えませんが、多数の問題の
中から該当の問題を選択する際に使いますので一目で
分かる適切な名前をつけてください。

4 「変更を保存する」をクリックします。
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A
B

C

D

E

F

一般

A：カテゴリ

B：問題名

C：問題テキスト

D：デフォルト評点　　　　　　　　　　

E：全般に対するフィードバック

F：大文字小文字の区別

問題を保存しておくカテゴリを選択します。

問題名を入力します。問題バンクに表示されるので、内容がわか
りやすい問題名を入力してください。

問題文を入力します。

正解時の点数を入力します。

受験者に表示するメッセージを入力します。
※全ての受験者に同じメッセージが表示されます。問題に対する
ヒントを入力できます。

解答の大文字小文字を区別するかどうかを選択します。
※設定した答えが "Moodle" で大文字小文字を区別しない場合は、
"Moodle" "moodle" "MOODLE" 全ての答えが正解になります。
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J

K

L

答え

複数受験

選択肢を３つ以上定義する場合、ボタンをクリックして追加くだ
さい。

G：答え

H：評点

I：フィードバック

J：さらに３件の答え入力欄を追加する

問題の答えを入力します。選択肢は初期状態で 3 つ設定可能です。
答えが複数ある場合は、解答 1 ～ 3 のグループに入力してくだ
さい。解答の優先順位は「解答 1 ＞解答 2 ＞解答 3 ＞・・・」
となります。

受験者の解答が、「答え」と同じ場合、「評点のデフォルト値」で
設定した点数の何％を評点として受験者に与えるかを選択しま
す。問題に対する答えが 1 つの場合は、必ず 100％を設定して
おいてください。
※解答が複数ある場合には合計が 100％になるように設定してく
ださい。

受験者の解答が、「答え」と同じ場合に、表示するメッセージを
入力します。

K：それぞれの不正解に対するペナルティ L：ヒント
問題に対するヒントを入力できます。学生が問題を正解できるまで複数回受験できるよう、「複数受験

インタラクティブ」または「アダプティブモード」動作を使用し
て問題を実行する場合、このオプションではそれぞれの不正解の
受験に何点のペナルティが課せられるかコントロールします。
※ペナルティは問題評点合計の割合です。そのため、問題の正解
が 3 点、ペナルティが 0.3333333 の場合、　学生が最初に正解
することで 3 点を取得します。2 回目の受験で正解した場合、学
生は 2 点を取得します。　そして、3 回目の受験で正解した場合、
学生は 1 点を取得します。
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多肢選択問題

多肢選択問題は、受験者が問題に対して複数の選択肢の中から選んで解答する選択形式の問題タイプです。
解答形式は単一選択と複数選択を設定可能です。多肢選択問題は自動で採点が行われます。
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多肢選択問題を作成する

1 問題のタイプから「多肢選択問題」を選択し、「追加」
をクリックします。

3 「問題テキスト」に問題の文章を入力します。
「選択肢」に問題の選択肢入力します。選択肢は初期
状態で 5 つ設定可能です。
その他の項目も適宜選択します。
※設定項目の詳細は次ページ以降を参考にしてください。

2 カテゴリを選択し、「問題名」に問題の名称を入力し
ます。
※問題の名称は学生には見えませんが、多数の問題の
中から該当の問題を選択する際に使いますので一目で
分かる適切な名前をつけてください。

4 「変更を保存する」をクリックします。
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一般

A
B

C

D

E

F
G
H
A：カテゴリ

B：問題名

C：問題テキスト

D：デフォルト評点

E：全般に対するフィードバック

F：単一または複数解答

G：選択肢をシャッフルしますか？

H：選択肢に番号付けしますか？

問題を保存するカテゴリを選択します。

問題名を入力します。問題バンクに表示されるので、内容がわか
りやすい問題名を入力してください。

問題文を入力します。

正解時の点数を入力します。

受験者に表示するメッセージを入力します。
※全ての受験者に同じメッセージが表示されます。問題に対する
ヒントを入力できます。

解答形式を単一選択にするのか、複数選択にするのかを選択しま
す。

解答の選択肢をランダムに並び替えて表示する場合は、チェック
ボックスにチェックを入れてください。

選択肢の番号をどのようにするのか選択します。
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I：選択肢

J：評点

K：フィードバック

L：さらに３件の選択肢入力欄を追加する

M：すべての正答

N：すべての部分的に正しい解答

O：すべての不正解

P：それぞれの不正解に対するペナルティ Q：ヒント

I
J
K
L

M

N

O

P
Q

問題に対するヒントを入力できます。学生が問題を正解できるまで複数回受験できるよう、「複数受験
インタラクティブ」または「アダプティブモード」動作を使用し
て問題を実行する場合、このオプションではそれぞれの不正解の
受験に何点のペナルティが課せられるかコントロールします。
※ペナルティは問題評点合計の割合です。問題の正解が 3 点、
ペナルティが 0.3333333 の場合、学生が最初に正解することで 
3 点を取得します。2 回目の受験で正解した場合、学生は 2 点を
取得。そして、3 回目の受験で正解した場合、学生は 1 点を取
得します。

受験者の解答が、「答え」と同じ場合に、表示するメッセージを
入力します。

問題の選択肢を入力します。選択肢は初期状態で 5 つ設定可能
です。

受験者の解答が、「答え」と同じ場合、「評点のデフォルト値」で
設定した点数の何％を評点として受験者に与えるかを選択しま
す。問題に対する答えが 1 つの場合は、必ず 100％を設定して
おいてください。

選択肢を５つ以上定義する場合、ボタンをクリックして追加しま
す。

受験者の選択が全て正解の場合に表示するメッセージです。

受験者の選択が一部正解の場合に表示するメッセージです。

受験者の選択が全て不正解の場合に表示するメッセージです。

答え

総合フィードバック

複数受験
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数値問題

数値問題は、解答を数値で入力する問題タイプです。見た目には記述問題とよく似ていますが、
正解の許容誤差範囲や単位等を設定でき、答えを設定することが可能です。
※正解の許容誤差範囲を設定：許容誤差 = １、正解の値 =100 の問題がある場合、99 も 101 も正解とみなす仕組みのこと
※単位を設定：正解の値 =512、単位 =MB・GB・KB の問題がある場合、512、512MB、0.512GB、512000KB を正解と
みなす仕組み

12　6　

数値問題を作成する

1 問題のタイプから「数値問題」を選択し、「追加」を
クリックします。

3 「問題テキスト」に問題の文章を入力します。
「解答」に問題の答えを入力します。答えが複数ある
場合は、解答 1 ～ 3 のグループに入力してください。
解答の優先順位は、「解答 1 ＞解答 2> 解答 3…」と
なります。
その他の項目も適宜選択します。
※設定項目の詳細は次ページを参考にしてください。

2 カテゴリを選択し、「問題名」に問題の名称を入力し
ます。
※問題の名称は学生には見えませんが、多数の問題の
中から該当の問題を選択する際に使いますので一目で
分かる適切な名前をつけてください。

4 「変更を保存する」をクリックします。
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A
B

C

D

E

F
G H

I

J

一般

A：カテゴリ

B：問題名

C：問題テキスト

D：デフォルト評点

E：全般に対するフィードバック

F：解答　 H：評点

G：エラー

I：フィードバック

J：さらに３件の答え入力欄を追加する

問題を保存するカテゴリを選択します。

問題名を入力します。問題バンクに表示されるので、内容がわか
りやすい問題名を入力してください。

問題文を入力します。

正解時の点数を入力します。

受験者に表示するメッセージを入力します。
※全ての受験者に同じメッセージが表示されます。問題に対する
ヒントを入力できます。

受験者の解答が、「答え」と同じ場合、「評点のデフォルト値」で
設定した点数の何％を評点として受験者に与えるかを選択しま
す。
問題に対する答えが 1 つの場合は、必ず 100％を設定しておい
てください。

正解として許容される範囲を入力します。【受験者の解答と正解
の差】≦【エラー範囲】の場合、正解とみなされます。
許容する範囲を設定しない場合は 0 を入力しておいてください。 受験者の解答が、「答え」と同じ場合に、表示するメッセージを

入力します。

問題に対する解答が複数（3 つ以上）ある場合、クリックして追加。

問題の答えを入力します。答えが複数ある場合は、解答 1 ～ 3 の
グループに入力してください。
解答の優先順位は、「解答 1> 解答 2> 解答 3…」となります。

答え
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K L
M

N

学生が問題を正解できるまで複数回受験できるよう、「複数受験
インタラクティブ」または「アダプティブモード」動作を使用し
て問題を実行する場合、このオプションではそれぞれの不正解の
受験に何点のペナルティが課せられるかコントロールします。
※ペナルティは問題評点合計の割合です。問題の正解が 3 点、ペ
ナルティが 0.3333333 の場合、学生が最初に正解することで 3 
点を取得します。2 回目の受験で正解した場合、学生は 2 点を取
得。そして、3 回目の受験で正解した場合、学生は 1 点を取得し
ます。

M：さらに２件の単位を追加するK：単位

L：乗数

N：それぞれの不正解に対するペナルティ

解答に単位を設定する場合に入力します。「乗数」とセットで設
定します。

解答の単位に乗数を指定する場合に入力します。
※ハードディスクの容量の計算等で、単位に「MB」を設定して
いる場合、正解の値＝ 512 だとすると、解答は「512」および

「512MB」が正解となります。
※単位ごとの乗数も設定可能で、「単位：GB、乗数：0.001」「単位：
KB、乗数：1000」と設定しておけば、「512」「512MB」「0.512GB」

「512000KB」が正解となります。

定義する単位を増やす場合、ボタンをクリックして追加してくだ
さい。

単位

複数受験

O：ヒント
問題に対するヒントを入力できます。

O
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○ / ×問題

○×問題は、受験者が問題に対して「○（正しい）」「×（間違い）」を選択する 2 択形式の問題タイプです。○×問題は自動で採点が行われます。
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○ / ×問題を作成する

1 問題のタイプから「○ / ×問題」を選択し、「追加」
をクリックします。

3 「問題テキスト」に問題の文章を入力します。
「正解」から「○」もしくは「×」を選択します。
その他の項目も適宜選択します。
※設定項目の詳細は次ページを参考にしてください。

2 カテゴリを選択し、「問題名」に問題の名称を入力し
ます。
※問題の名称は学生には見えませんが、多数の問題の
中から該当の問題を選択する際に使いますので一目で
分かる適切な名前をつけてください。

4 「変更を保存する」をクリックします。
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A
B

C

D

E

F

G

H

一般

A：カテゴリ

B：問題名

C：問題テキスト

D：デフォルト評点　　　

E：全般に対するフィードバック

F：正解

G：解答「○」に対するフィードバック

H：解答「×」に対するフィードバック

問題を保存しておくカテゴリを選択します。

問題名を入力します。問題バンクに表示されるので、内容がわか
りやすい問題名を入力してください。

問題文を入力します。

正解時の点数を入力します。

受験者に表示するメッセージを入力します。
※全ての受験者に同じメッセージが表示されます。問題に対する
ヒントを入力できます。

受験者が「○」を選択した場合に表示するメッセージを入力しま
す。

受験者が「×」を選択した場合に表示するメッセージを入力しま
す。

答えは「○（正しい）」「×（間違い）」を設定します。

学生が問題を正解できるまで複数回受験できるよう、あなたが「複数受験インタラクティブ」または「アダプティブモード」動作を
使用して問題を実行する場合、このオプションではそれぞれの不正解の受験に何点のペナルティが課せられるかコントロールします。
ペナルティは問題評点合計の割合です。そのため、問題の正解が 3 点、ペナルティが 0.3333333 の場合、学生が最初に正解するこ
とで 3 点を取得します。2 回目の受験で正解した場合、学生は 2 点を取得します。そして、3 回目の受験で正解した場合、学生は 1 
点を取得します。

I：それぞれの不正解に対するペナルティ
I

複数受験
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ドラッグ & ドロップイメージ

ドラッグ & ドロップイメージは、受験者が背景イメージのドロップゾーンに答えとなる選択肢をドラッグし、ドロップで配置するこ
とによって解答する問題のタイプです。

ドラッグ & ドロップイメージを作成する

1 問題のタイプから「ドラッグ & ドロップイメージ」
を選択し、「追加」をクリックします。

3 「問題テキスト」に問題の文章を入力します。
その他の項目も適宜選択します。
※設定項目の詳細は次のページを参考にしてください。

2 カテゴリを選択し、「問題名」に問題の名称を入力し
ます。
※問題の名称は学生には見えませんが、多数の問題の
中から該当の問題を選択する際に使いますので一目で
分かる適切な名前をつけてください。

4 「プレビュー」の背景イメージに選択肢の配置先とな
る画像をアップロードします。アップロードされた画
像は、背景イメージ枠の下に表示されます。

14　6　
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5 「ドラッグ可能アイテム」に選択肢となる画像をアッ
プロードします。初期状態で 6 つ設定可能です。

（テキストを選択肢とする場合は、「テキスト」の欄に
文字を入力してください。以下の設定手順は、画像の
場合と同様です。）

6 「ドロップゾーン」に配置するドラッグ可能アイテム
をドロップダウンリストより選択します。選択された
画像は、「プレビュー」の背景イメージの画像の下に
表示されます。

7 「ドロップゾーン」の座標を設定します。
「プレビュー」に戻ります。背景イメージの画像の下
に表示されているドラッグ可能アイテムの画像を、　
ドラッグ & ドロップで背景イメージの上に配置しま
す。ドラッグ可能アイテムの画像が配置された場所の
座標が自動的に「ドロップゾーン」に設定されます。
※この他の方法として「ドロップゾーン」に直接、座
標の数値を入力して設定することも可能です。

8 「変更を保存する」をクリックします。
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A
B

C

E

一般

A：カテゴリ

B：問題名

C：問題テキスト

D：デフォルト評点

F：背景イメージ

問題を保存するカテゴリを選択します。

問題名を入力します。問題バンクに表示されるので、内容がわか
りやすい問題名を入力してください。

問題文を入力します。

正解時の点数を入力します。

選択肢の配置先となる画像をアップロードします。アップロード
された画像は、背景イメージ枠の下に表示されます。

プレビュー

D

E：全般に対するフィードバック
受験者に表示するメッセージを入力します。
※すべての受験者に同じメッセージが表示されます。

F
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G：問題の受験ごとにドラッグアイテムをシャッフルする

H：タイプ

L：ドロップゾーン　左　トップ M：ドラッグ可能アイテム

K

L

「ドロップゾーン」に配置するドラッグ可能アイテムをドロップ
ダウンリストより選択します。選択された画像は、「プレビュー」
の背景イメージの画像の下に表示されます。

「ドロップゾーン」の座標を設定します。
「ドロップゾーン」でドラック可能アイテムを選択した後、「プレ
ビュー」に戻ります。背景イメージの画像の下に表示されている
ドラッグ可能アイテムをドラッグ & ドロップで背景イメージの上
に配置します。ドラッグ可能アイテムの画像が配置された場所の
座標が自動的に「ドロップゾーン」に設定されます。
※この他の方法として「ドロップゾーン」に直接、座標の数値を
入力して設定することも可能です。

選択肢をランダムに並び替えて表示する場合は、チェックボック
スにチェックを入れてください。

選択肢として設定するドラッグ可能アイテムのタイプを選択しま
す。タイプは、ドラッグ可能イメージとドラッグ可能テキストの
2 種類です。

ドラッグ可能アイテム

ドロップゾーン

G

I：グループ
選択肢をグループ化することができます。グループは色別で表示
され、グループ化された選択肢およびその選択肢の配置先は同じ
色で表示されます。

J：無制限
チェックを入れると、その選択肢を何回でも解答に使用すること
ができます。

H
I
J

K：ファイルを選択する・テキスト
選択肢を設定します。タイプでドラッグ可能イメージを選択した
場合はファイルをアップロードし、ドラッグ可能テキストを選択
した場合はテキストの欄に文字を入力してください。

M
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N：すべての正答

O：すべての部分的に正しい解答

P：すべての不正解

Q：それぞれの不正解に対するペナルティ R：ヒント

N

O

P

Q

R

問題に対するヒントを入力できます。学生が問題を正解できるまで複数回受験できるよう、「複数受験
インタラクティブ」または「アダプティブモード」動作を使用し
て問題を実行する場合、このオプションではそれぞれの不正解の
受験に何点のペナルティが課せられるかコントロールします。
※ペナルティは問題評点合計の割合です。問題の正解が 3 点、
ペナルティが 0.3333333 の場合、学生が最初に正解することで 
3 点を取得します。2 回目の受験で正解した場合、学生は 2 点を
取得。そして、3 回目の受験で正解した場合、学生は 1 点を取
得します。

受験者の選択が全て正解の場合に表示するメッセージです。

受験者の選択が一部正解の場合に表示するメッセージです。

受験者の選択が全て不正解の場合に表示するメッセージです。

総合フィードバック

複数受験
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ドラッグ & ドロップテキスト

ドラッグ & ドロップテキストは、受験者が答えとなる選択肢をドラッグし、ドロップで配置することによって解答する
問題のタイプです。

ドラッグ & ドロップテキストを作成する

1 問題のタイプから「ドラッグ & ドロップテキスト」
を選択し、「追加」をクリックします。

3 「問題テキスト」に問題の文章を入力します。
その他の項目も適宜選択します。
※設定項目の詳細は次のページを参考にしてください。

2 カテゴリを選択し、「問題名」に問題の名称を入力し
ます。
※問題の名称は学生には見えませんが、多数の問題の
中から該当の問題を選択する際に使いますので一目で
分かる適切な名前をつけてください。

4 「変更を保存する」をクリックします。
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A
B

C

E

F

G

一般

A：カテゴリ

B：問題名

C：問題テキスト

D：デフォルト評点

F：シャッフル H：グループ
選択肢をグループ化することができます。グループは色別で表示
され、グループ化された選択肢およびその選択肢の配置先は同じ
色で表示されます。

問題を保存するカテゴリを選択します。

問題名を入力します。問題バンクに表示されるので、内容がわか
りやすい問題名を入力してください。

問題文を入力します。選択肢を配置する箇所は [[1]] のように、
二重角括弧内に数字を入れて表します。この数字は次に設定する

「選択肢　答え」の番号に対応するものです。

正解時の点数を入力します。

選択肢の並び順をランダムに変更する場合は、チェックボックス
を チェックしてください。

選択肢

D

E：全般に対するフィードバック
受験者に表示するメッセージを入力します。
※すべての受験者に同じメッセージが表示されます。

H I

G：選択肢　答え
問題の答えを入力します。選択肢は初期状態で 8 つ設定可能です。
問題文で使用されていない番号には、ダミーの選択肢を設定する
ことができます。

I：無制限
チェックを入れると、その選択肢を何回でも解答に使用すること
ができます。
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J：すべての正答

K：すべての部分的に正しい解答

L：すべての不正解

M：それぞれの不正解に対するペナルティ N：ヒント

J

K

L

M

N

問題に対するヒントを入力できます。学生が問題を正解できるまで複数回受験できるよう、「複数受験
インタラクティブ」または「アダプティブモード」動作を使用し
て問題を実行する場合、このオプションではそれぞれの不正解の
受験に何点のペナルティが課せられるかコントロールします。
※ペナルティは問題評点合計の割合です。問題の正解が 3 点、
ペナルティが 0.3333333 の場合、学生が最初に正解することで 
3 点を取得します。2 回目の受験で正解した場合、学生は 2 点を
取得。そして、3 回目の受験で正解した場合、学生は 1 点を取
得します。

受験者の選択が全て正解の場合に表示するメッセージです。

受験者の選択が一部正解の場合に表示するメッセージです。

受験者の選択が全て不正解の場合に表示するメッセージです。

総合フィードバック

複数受験
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ドラッグ & ドロップマーカー

ドラッグ & ドロップマーカーは、受験者が背景イメージのドロップゾーンに答えとなるマーカーをドラッグし、ドロップで配置する
ことによって解答する問題のタイプです。

ドラッグ & ドロップマーカーを作成する

1 問題のタイプから「ドラッグ & ドロップマーカー」
を選択し、「追加」をクリックします。

3 「問題テキスト」に問題の文章を入力します。
その他の項目も適宜選択します。
※設定項目の詳細は次のページを参考にしてください。

2 カテゴリを選択し、「問題名」に問題の名称を入力し
ます。
※問題の名称は学生には見えませんが、多数の問題の
中から該当の問題を選択する際に使いますので一目で
分かる適切な名前をつけてください。

4 「プレビュー」の背景イメージに選択肢の配置先とな
る画像をアップロードします。アップロードされた画
像は、背景イメージ枠の下に表示されます。

16　6　
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5 「マーカー」に選択肢となる文字を入力します。初期
状態で 6 つ設定可能です。

6 「ドロップゾーン」の形状を設定します。形状は、円・
多角形・長方形の 3 種類があります。

マーカーを設定します。答えとして配置する文字をド
ロップダウンリストより選択します。選択された文字
のマーカーは、「プレビュー」の背景イメージの画像
の上に表示されます。

座標を設定します。座標を入力することにより、マー
カーを配置した際に、正解となる領域の位置や範囲を
指定することができます。入力した座標は、すぐに「プ
レビュー」に更新されるため、数値を調整し、試行錯
誤しながら配置することができます。

例 ）円の場合
円 : 中心 _x, 中心 _y; 半径
例えば次のようになります : 80, 100; 50

例 ）多角形の場合
多角形 : x1, y1; x2, y2; ...; xn, yn
例えば次のようになります : 20, 60; 100, 60; 20, 
100

例 ）長方形の場合
長方形 : 左 , トップ , 幅 , 高さ
例えば次のようになります : 20, 60; 80, 40

7 「変更を保存する」をクリックします。
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A
B

C

E

一般

A：カテゴリ

B：問題名

C：問題テキスト

D：デフォルト評点

F：問題の受験ごとにドラッグアイテムをシャッフルする H：マーカー数
同一の選択肢の個数を設定します。

問題を保存するカテゴリを選択します。

問題名を入力します。問題バンクに表示されるので、内容がわか
りやすい問題名を入力してください。

問題文を入力します。

正解時の点数を入力します。

選択肢をランダムに並び替えて表示する場合は、チェックボック
スにチェックを入れてください。

マーカー

D

E：全般に対するフィードバック
受験者に表示するメッセージを入力します。
※すべての受験者に同じメッセージが表示されます。

G：マーカー
問題の答えを入力します。選択肢は初期状態で 6 つ設定可能です。
ドロップゾーンで使用されていないマーカーには、ダミーの選択
肢を設定することができます。

G

F

H



問題の作成

愛媛大学 Moodle3　134134

I KJ

ドロップゾーン

I：形状 K：マーカー
「ドロップゾーン」に答えとして配置する文字をマーカーのドロッ
プダウンリストより選択します。選択された文字のマーカーは、

「プレビュー」の背景イメージの画像の上に表示されます。

形状は、円・多角形・長方形の 3 種類があります。

J：座標
座標を入力し、マーカーを配置した際に、正解となる領域の位置や範囲を指定することができます。入力した座標は、すぐに「プレ
ビュー」に更新されるため、数値を調整し、試行錯誤しながら配置することができます。

例 ）円の場合
円 : 中心 _x, 中心 _y; 半径
例えば次のようになります : 80, 100; 50

例 ）多角形の場合
多角形 : x1, y1; x2, y2; ...; xn, yn
例えば次のようになります : 20, 60; 100, 60; 20, 100

例 ）長方形の場合
長方形 : 左 , トップ , 幅 , 高さ
例えば次のようになります : 20, 60; 80, 40

解答時のドロップゾーンとマーカーの注意点MEMO

解答時にマーカー配置する際は、文字の左上にある円形の目印が正解のドロップゾーン内に入るようにしてください。
文字のみが正解のドロップゾーン内にあっても文字の左上にある円形の目印がドロップゾーン外にあった場合は不正解として
判断されます。「問題テキスト」での問題文の設定時に、この注意点についての説明文も入力するとよいでしょう。

拡大
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L：すべての正答

M：すべての部分的に正しい解答

N：すべての不正解

O：それぞれの不正解に対するペナルティ P：ヒント

L

M

N

O

P

問題に対するヒントを入力できます。学生が問題を正解できるまで複数回受験できるよう、「複数受験
インタラクティブ」または「アダプティブモード」動作を使用し
て問題を実行する場合、このオプションではそれぞれの不正解の
受験に何点のペナルティが課せられるかコントロールします。
※ペナルティは問題評点合計の割合です。問題の正解が 3 点、
ペナルティが 0.3333333 の場合、学生が最初に正解することで 
3 点を取得します。2 回目の受験で正解した場合、学生は 2 点を
取得。そして、3 回目の受験で正解した場合、学生は 1 点を取
得します。

受験者の選択が全て正解の場合に表示するメッセージです。

受験者の選択が一部正解の場合に表示するメッセージです。

受験者の選択が全て不正解の場合に表示するメッセージです。

総合フィードバック

複数受験
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ミッシングワード選択

ミッシングワード選択は、受験者がドロップダウンメニューを使って問題テキスト内の空欄を埋めて解答する問題のタイプです。

6　

ミッシングワード選択を作成する

1 問題のタイプから「ミッシングワード選択」を選択し、
「追加」をクリックします。

3 「問題テキスト」に問題の文章を入力します。
その他の項目も適宜選択します。
※設定項目の詳細は次のページを参考にしてください。

2 カテゴリを選択し、「問題名」に問題の名称を入力し
ます。
※問題の名称は学生には見えませんが、多数の問題の
中から該当の問題を選択する際に使いますので一目で
分かる適切な名前をつけてください。

4 「変更を保存する」をクリックします。
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A
B

C

E

F

G

一般

A：カテゴリ

B：問題名

C：問題テキスト

D：デフォルト評点

F：シャッフル H：グループ
選択肢をグループ化することができます。グループは色別で表示
され、グループ化された選択肢およびその選択肢の配置先は同じ
色で表示されます。

問題を保存するカテゴリを選択します。

問題名を入力します。問題バンクに表示されるので、内容がわか
りやすい問題名を入力してください。

問題文を入力します。選択肢を配置する箇所は [[1]] のように、
二重角括弧内に数字を入れて表します。この数字は次に設定する

「選択肢　答え」の番号に対応するものです。

正解時の点数を入力します。

選択肢の並び順をランダムに変更する場合は、チェックボックス
を チェックしてください。

選択肢

D

E：全般に対するフィードバック
受験者に表示するメッセージを入力します。
※すべての受験者に同じメッセージが表示されます。

H

G：選択肢　答え
問題の答えを入力します。選択肢は初期状態で 6 つ設定可能です。
問題文で使用されていない番号には、ダミーの選択肢を設定する
ことができます。
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I：すべての正答

J：すべての部分的に正しい解答

K：すべての不正解

L：それぞれの不正解に対するペナルティ M：ヒント

I

J

K

L

M

問題に対するヒントを入力できます。学生が問題を正解できるまで複数回受験できるよう、「複数受験
インタラクティブ」または「アダプティブモード」動作を使用し
て問題を実行する場合、このオプションではそれぞれの不正解の
受験に何点のペナルティが課せられるかコントロールします。
※ペナルティは問題評点合計の割合です。問題の正解が 3 点、
ペナルティが 0.3333333 の場合、学生が最初に正解することで 
3 点を取得します。2 回目の受験で正解した場合、学生は 2 点を
取得。そして、3 回目の受験で正解した場合、学生は 1 点を取
得します。

受験者の選択が全て正解の場合に表示するメッセージです。

受験者の選択が一部正解の場合に表示するメッセージです。

受験者の選択が全て不正解の場合に表示するメッセージです。

総合フィードバック

複数受験
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受験状況の確認・結果のダウンロード

小テストの学生受験状況を確認することができます。
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受験状況の確認・結果をダウンロードする

1 小テストをクリックします。

3 小テストを受験した学生と、その評点の一覧が表示さ
れます。
受験結果をダウンロードする場合は、「テーブルデー
タをダウンロードする」横のプルダウンメニューから、

「Microsoft Excel（.xlsx）」を選択し「ダウンロード」
をクリックします。 

2 「受験件数」をクリックします。小テストを受験した
学生と、その評点の一覧が表示されます。

4 ダウンロードファイルを Excel で開き、受験結果を表
示します。



問題の作成

愛媛大学 Moodle3140

作文問題の評定

作文問題は自動的には採点されませんので、教員が手動で評定する必要が有ります。

20　6　

作文問題を評定する

1 小テストをクリックします。

3 作文問題の評点枠が「要評定」になっているので、評
定したいユーザの「要評定」をクリックします。

2 「受験件数」をクリックします。小テストを受験した
学生と、その評点の一覧が表示されます。

4 「コメントを追加または評点を更新する」をクリック
します。 
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6 「保存」をクリックします。 

8 評定が反映される前の画面が表示されているので、再
読み込みします。

7 「ウィンドウを閉じる」をクリックします。

5 「評点」枠に評点を入力し、コメントを入力する場合
は「コメント」枠にコメントを入力します。

9 受験結果に評定が反映されたことを確認します。
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